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第３章 知的障害者の状況 

 

本章では、知的障害者 864 人の状況について述べる。 

 

１ 基本的属性 

（１）性・年齢階級 

 回答者を性別にみると、「男性」の割合は 62.4%（539 人）、「女性」の割合は 37.5%（324 人）

となっている。年齢階級別にみると、男女共に「20 代」の割合が最も高く、男性では 31.5%、

女性では 34.9%となっている。 （図Ⅲ-1-1） 

 

  図Ⅲ-1-1 性・年齢階級   

 

  注）性別のうち、「その他」は１人のため省略した。 

 

（２）調査対象者の概況 回答者－愛の手帳の程度別 

回答者については、本人が回答した割合は 50.9%、本人以外（家族、その他（ホームヘルパ

ー等））が回答した割合は 48.3%となっている。（表Ⅲ-1-1） 

 

表Ⅲ-1-1 回答者－愛の手帳の程度別 
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（３）性別－愛の手帳の程度別 

性別を愛の手帳の程度別にみると、全ての区分（１度～４度）において、「男性」の割合が高

くなっている（52.8%～64.2%）。（図Ⅲ-1-2） 

 

 図Ⅲ-1-2 性別－愛の手帳の程度別 

 
注）※性別のうち、「その他」は平成 30 年度調査では選択肢として設けていなかった。 

 

（４）年齢階級－愛の手帳の程度別 

 年齢階級を愛の手帳の程度別にみると、３度以外の区分では「20代」の割合が最も高くなっ

ている（32.2%～39.2%）。（図Ⅲ-1-3） 

 

図Ⅲ-1-3 年齢階級－愛の手帳の程度別 
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（５）現在の生活の場－愛の手帳の程度別 

    

    

現在の生活の場を聞いたところ、「自分の家で生活している（福祉ホーム、グループホームを

含む）」割合は 91.6%、「施設に入所している」は 8.3%となっている。 

 愛の手帳の程度別にみると、１度では「施設に入所している」割合は 25.0%となっている。 

（図Ⅲ-1-4） 

   

 図Ⅲ-1-4 現在の生活の場－愛の手帳の程度別 

  
注１）※1 平成 30 年度調査では「在宅で生活している（グループホームを含む）」としていた。 

 ２）※2 「愛の手帳の程度別」では、無回答が 14 人いた。「総数」の「無回答」が 0.1 なのは、この 14 人のうち、

「現在の生活の場」が無回答だった人１人を含むためである。 
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（６）住居の種類－年齢階級、愛の手帳の程度別 

  

 

 自宅で生活している（福祉ホーム、グループホームを含む）人（791 人）に住居の種類を聞

いたところ、「持家」の割合が 56.5%で最も高く、また、「借家・賃貸住宅等」が 26.2%となって

いる。平成 30 年度調査と比べて、「持家」の割合が 3.1 ポイント増加し、「借家・賃貸住宅等」

が 6.6 ポイント減少している。 

「福祉ホーム、グループホーム、重度身体障害者グループホーム」 は年齢層が上がるにつれ

て割合が増え、60 歳以上では３割となっている。（表Ⅲ-1-2） 

 

表Ⅲ-1-2 住居の種類－年齢階級、愛の手帳の程度別 
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場合も含まれており、必ずしも対象者本人が住居の所有者又は賃貸の名義人とは限らない。 
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３）※２ 平成 30 年度調査では「グループホーム」としていた。 

あ
な
た

や
家
族
が
持

っ
て
い

る
家

（
一
戸

建
て

）

あ
な
た

や
家
族
が
持

っ
て
い

る
家

（
分
譲

マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど

）

公
営
賃

貸
住
宅

（
都
営
住
宅

、

区
営
住

宅

、
市
営
住
宅
な
ど

）

都
市
再

生
機
構

、
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構

な
ど
の

公
的
賃
貸
住
宅
　
※

1

民
間
賃

貸
住
宅

（
一
戸
建
て

）

民
間
賃

貸
住
宅

（
ア
パ
ー

ト

、

マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど

）

間
借
り

（
代
金
を
払

っ
て
他

の
人
の

家
の
一

室
を
借
り
る
こ
と

）

社
宅
な

ど
の
給
与
住
宅

100.0 56.5 39.4 17.1 26.2 10.2 1.9 1.1 12.0 0.3 0.6 13.4 0.6 3.3

(791)

100.0 64.0 38.0 26.0 36.0 4.0 2.0 4.0 26.0 - - - - -

(50)

100.0 58.0 40.1 17.9 30.7 10.9 3.3 1.5 13.5 0.7 0.7 7.7 0.7 2.9

(274)

100.0 61.2 43.1 18.1 20.2 9.6 0.5 0.5 8.5 - 1.1 13.3 0.5 4.8

(188)

100.0 57.4 37.8 19.6 22.3 10.8 0.7 0.7 9.5 - 0.7 14.9 0.7 4.7

(148)

100.0 39.8 29.5 10.2 29.5 14.8 2.3 1.1 11.4 - - 28.4 - 2.3

(88)

100.0 48.8 46.5 2.3 18.6 4.7 2.3 - 11.6 - - 30.2 2.3 -

(43)

100.0 66.7 48.1 18.5 22.2 7.4 - - 11.1 - 3.7 3.7 3.7 3.7

(27)

100.0 61.7 40.3 21.4 23.0 10.7 2.6 1.5 6.6 - 1.5 11.7 - 3.6

(196)

100.0 56.5 39.1 17.4 25.0 10.9 1.6 1.1 10.9 0.5 - 15.2 - 3.3

(184)

100.0 52.7 38.2 14.4 28.6 10.2 1.6 0.8 15.5 0.3 0.3 14.4 1.1 3.2

(374)

100.0 53.4 38.2 15.2 32.8 14.0 3.5 1.3 12.6 0.6 0.9 11.5 0.7 1.6

(693)
 平成30年度

愛
の
手

帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

無
回
答

総
数

借
家
・

賃
貸
住
宅
等

福
祉
ホ
ー

ム

、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

、

重
度
身

体
障
害
者
グ
ル
ー

プ

ホ
ー

ム

※
２

 総数

年
齢
階

級
別

 19歳以下

持
家

そ
の
他

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

住居
じゅうきょ

の種類
しゅるい

は「持家
もちいえ

」が 56.5%、「借家
しゃくや

・賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

等
とう

」が 26.2% 



 - 113 - 

（７）現在一緒に生活している人〔複数回答〕－年齢階級、住居の種類、愛の手帳の程度別 

    

  

自宅で生活している（福祉ホーム、グループホームを含む）人（791 人）に現在一緒に生活

している人を聞いたところ、「親」の割合が 75.2%、「兄弟姉妹」が 31.6%となっている。 

年齢階級別にみると、60 歳以上では「一人で暮らしている」の割合が 25.6%となっている。

愛の手帳の程度別にみると、４度では「一人で暮らしている」の割合が 13.1%となっている。

（表Ⅲ-1-3） 

 

表Ⅲ-1-3 現在一緒に生活している人〔複数回答〕 

－年齢階級、住居の種類、愛の手帳の程度別 
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（８）現在の主な介護者－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

  

   自宅で生活している（福祉ホーム、グループホームを含む）人（791 人）に現在の主な介護

者は誰か聞いたところ、「母親」と回答した割合が 47.8%で最も高くなっている。 

   年齢階級別にみると、60 歳未満の各階級では「母親」の割合が最も高く（29.5%～60.0%）、

60 歳以上では「事業者（ホームヘルパー、グループホーム職員など）」の割合が 32.6%、「兄弟

姉妹」が 27.9%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、４度では「介護者はいない」の割合は 40.4%となっている。 

（表Ⅲ-1-4） 
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（９）主な介護者の年齢－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

 

    

介護者がいる人（介護者がホームヘルパー等の事業者の場合を除く 470 人）に主な介護者

の年齢を聞いたところ、50 代の割合が 31.9%、60 代が 31.5%、70 代が 20.6%で、50 代～70 代

の合計は８割を超えており(84.0%)、平成 30 年度調査（72.3%）より 11.7 ポイント増加して

いる。 

介護者の年齢が 65 歳以上の割合は 41.1%となっており、特に 40代、50 代及び 60歳以上の

人を介護する 65歳以上の介護者は、平成 30 年度調査より約 10ポイント増えている（11.1 ポ

イント、9.6 ポイント、11.1 ポイント）。 （表Ⅲ-1-5） 

 

  表Ⅲ-1-5 主な介護者の年齢－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

＜参考＞ 
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 ・平成 30 年度調査の全回答者の平均年齢：35.7 歳（男性：35.2 歳、女性：36.5 歳） 
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２ 障害の状況 

（１）愛の手帳の程度－年齢階級、回答者別 

 
 
 

 愛の手帳の程度を年齢階級別にみると、いずれの階級も「４度」の割合が最も高く、４割を

超えている（40.7%～53.8%）。 

回答者別にみると、「本人が回答」では「４度」の割合が 73.6%となっている。（図Ⅲ-2-1）  

 

 図Ⅲ-2-1 愛の手帳の程度－年齢階級、回答者別 
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は、「４度
ど

」の割合
わりあい

が 44.6% 

 



 - 117 - 

（２）愛の手帳以外の障害者手帳の所持の有無〔複数回答〕－愛の手帳の程度別 

    

 

 

愛の手帳以外の障害者手帳を持っているか聞いたところ、身体障害者手帳を「持っている」

割合は 20.6%、「持っていない」割合は 70.1%となっている。また、精神障害者保健福祉手帳を

「持っている」割合は 8.6%、「持っていない」割合は 76.3%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、１度で身体障害者手帳を「持っている」割合は 83.3%で、その

うち「１級」の割合は 72.2%となっている。また、４度で精神障害者保健福祉手帳を「持って

いる」割合は 14.0%となっている。(表Ⅲ-2-1) 

 

表Ⅲ-2-1 愛の手帳以外の手帳の所持の有無〔複数回答〕－愛の手帳の程度別 

  

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体障害者手帳

総
数

持

っ
て
い
る

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

無
回
答

申
請
中

持

っ
て
い
な
い

無
回
答

持

っ
て
い
る

申
請
中

持

っ
て
い
な
い

無
回
答

100.0 20.6 8.6 3.9 2.7 3.0 0.9 1.5 - - 70.1 9.3 8.6 0.8 76.3 14.4

(864)

100.0 83.3 72.2 5.6 5.6 - - - - - 13.9 2.8 5.6 - 55.6 38.9

(36)

100.0 26.3 11.6 6.0 1.7 1.3 2.2 3.4 - - 68.1 5.6 2.2 - 81.5 16.4

(232)

100.0 14.7 3.6 3.0 3.6 2.0 0.5 2.0 - - 76.6 8.6 5.6 1.0 79.7 13.7

(197)

100.0 13.8 2.9 3.1 2.1 4.9 0.5 0.3 - - 75.3 10.9 14.0 1.3 75.3 9.4

(385)

 総数

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

精神障害者保健福祉手帳

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持って
も   

いる割合
わりあい

は 20.6%、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も

っている 

割合
わりあい

は 8.6% 
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３ 健康・医療 

（１）過去１年間の受診の有無 

 

 

過去 1年間に障害が原因の場合に限らず、全ての病気・ケガなどで医者にみてもらったこと

があるか（※）聞いたところ、医者に「みてもらった」割合は（77.2%）で、平成 30 年度調査

（80.5%）と比べて 3.3 ポイント減少している。(図Ⅲ-3-1) 

 

図Ⅲ-3-1 過去 1年間の受診の有無 

  
 

注）※ 平成 30 年度調査では「過去１年間に受診（障害が原因の場合に限らず、すべての病気・ケガなどを含む）」

したことがあるか」という設問文と、「診てもらった」「診てもらっていない」の選択肢としていた。 

77.2 

80.5 

21.5 

18.2 

1.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和５年度 総数

（864人）

平成30年度 総数

（760人）
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い し ゃ

に「みてもらった」割合
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（２）通院にかかる時間－年齢階級別 

 

 

 過去１年間に、病気やケガで医者にみてもらったことがある人（667 人）に普段通う病院ま

で行くのにかかる片道の時間を聞いたところ、「30 分未満」の割合が 54.0%で最も高く、次いで

「30 分以上１時間未満」が 31.9%となっており、これらを合わせた「１時間未満」の割合は 85.9%

となっている。 

年齢階級別にみると、60歳以上では「30 分未満」の割合が 60.4%となっている。（図Ⅲ-3-2） 

 

     図Ⅲ-3-2  通院にかかる時間－年齢階級別 

  

 注）※ 「片道１時間 30 分以上２時間未満」と「片道２時間以上」を合わせた割合を計上している。 
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（３）通院の際に利用する交通手段〔複数回答〕 

 

 

 過去１年間に、病気やケガで医者にみてもらったことがある人（667 人）に病院に行くとき

に使う交通手段を聞いたところ、「自動車（自家用車、施設の車）」の割合が 36.4%、「電車（モ

ノレール、ゆりかもめ、日暮里・舎人ライナーを含む）」が 25.5%となっている。（図Ⅲ-3-3） 

 

      図Ⅲ-3-3 通院の際に利用する交通手段〔複数回答〕 

 

（４）通院の際に要する交通費 

 

  

過去１年間に、病気やケガで医者にみてもらったことがある人（667 人）に病院に行くとき

にかかる交通費を聞いたところ、「交通費はかからない」の割合が 45.7%となっている。 

（図Ⅲ-3-4） 

 

   図Ⅲ-3-4 通院の際に要する交通費 
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（５）過去１年間の医療費助成等の利用の有無 

       

    

 

 過去１年間に医療費助成等を利用したか聞いたところ、「利用した」の割合は 50.5%で、平成

30 年度調査（37.8%）より 12.7 ポイント増加している。「利用していない」は、46.2%となって

おり、平成 30 年度調査（53.8%）より 7.7 ポイント減少している。 

利用した内容では、「心身障害者医療費助成（マル障）」が 59.2%で最も高く、次いで「自立

支援医療（精神通院医療）」が 34.6%となっている。 (図Ⅲ-3-5) 

 

     図Ⅲ-3-5  過去１年間の医療費助成等の利用の有無  

 

注１）※1 平成 30 年度調査では「利用しなかった」としていた。 

２）※2 平成 30 年度調査では「心身障害者医療費助成」としていた。 
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（６）過去１年間の医療費助成等の利用の有無〔複数回答〕－年齢階級、愛の手帳の程度別 

  過去１年間の医療費助成等の利用の有無について、年齢階級別にみると、「利用した」割合

は、50 代以下の年齢階級で５割を超えている（50.0%～54.1%）。特に、19 歳以下、及び 50 代

は、平成 30年度調査（26.7%、24.6%）と比べて、それぞれ 23.3 ポイント、25.4 ポイント増え

ている。 

また、愛の手帳の程度別でみると、１度及び２度では「利用した」の割合がそれぞれ 91.7%、

84.1%で、平成 30 年度調査（68.3%、68.1%）よりそれぞれ 23.4 ポイント、16.0 ポイント増え

ている。 

利用した内容を愛の手帳の程度別でみると、１度及び２度では「心身障害者医療費助成（マ

ル障）」の割合がいずれも８割を超えており（86.1%、80.6%）、平成 30 年度調査(65.9%,61.8%)

よりそれぞれ 20.2 ポイント、18.8 ポイント増えている。また、３度及び４度では「自立支援

医療（精神通院医療）」の割合がそれぞれ 17.3%、26.5%となっている。 (表Ⅲ-3-1) 

 

表Ⅲ-3-1 過去１年間の医療費助成等の利用の有無〔複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

注１）※１ 平成 30 年度調査では「心身障害者医療費助成」としていた。 

２）※２ 平成 30 年度調査では「利用しなかった」としていた。 
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療
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療
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療
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４ 日常生活の状況 

（１）日常生活動作能力 

      

    

  

12 項目の日常生活動作能力のうち、「ひとりで全部できる」と答えた割合は、「寝返りをする」

が 89.2%、「家の中を移動する」が 84.5%、「食事をする」が 71.2%となっている。 

一方、「全部手助けが必要」と答えた割合は、「銀行などでの預金の出し入れ」が 58.3%で最

も高く、次いで「薬の管理」が 43.8%、「家事（調理・洗濯・掃除）をする」が 40.9%となって

いる。 (図Ⅲ-4-1) 

 

図Ⅲ-4-1 日常生活動作能力 

    

注）総数は、12 項目とも 864 人である。 
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などでの預金
よ き ん

の出
だ

し入
い

れ」、「薬
くすり

の管理
か ん り

」、

「家事
か じ

（調理
ちょうり

・洗濯
せんたく

・掃除
そ う じ

）をする」で、４割
わり

を超
こ

えている 
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（２）日常生活動作能力（a 食事をする b 家事（調理・洗濯・掃除）をする c トイレを使う）  

－愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 日常生活動作能力のうち、「a 食事をする」、「 b 家事（調理・洗濯・掃除）をする」及び「c 

トイレを使う」を愛の手帳の程度別にみると、１度では、「全部手助けが必要」の割合がいずれ

も７割を超えている（75.0%、91.7%、80.6%）。 （表Ⅲ-4-1） 

 

表Ⅲ-4-1 日常生活動作能力(a 食事をする b 家事（調理・洗濯・掃除）をする c トイレを使う) 

－愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 

 

注）「現在一緒に生活している人」〔複数回答〕別は在宅者を対象とした設問のため、総数は 791 人である。 

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば
で

き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば
で

き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば
で

き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

100.0 71.2 9.8 10.9 7.2 0.9 100.0 21.2 10.0 25.8 40.9 2.2 100.0 69.0 8.1 13.7 8.4 0.8

(864) (864) (864)

100.0 8.3 5.6 11.1 75.0 - 100.0 2.8 2.8 2.8 91.7 - 100.0 8.3 2.8 8.3 80.6 -

(36) (36) (36)

100.0 40.5 19.8 28.4 10.8 0.4 100.0 0.4 2.6 11.6 84.5 0.9 100.0 30.2 14.7 39.7 15.1 0.4

(232) (232) (232)

100.0 83.8 8.1 4.1 2.5 1.5 100.0 13.2 8.1 39.1 36.5 3.0 100.0 81.7 10.2 6.1 1.5 0.5

(197) (197) (197)

100.0 89.4 5.2 3.9 0.8 0.8 100.0 39.5 15.8 30.1 12.2 2.3 100.0 91.7 3.6 2.6 1.0 1.0

(385) (385) (385)

100.0 65.4 9.6 17.3 7.7 - 100.0 15.4 11.5 17.3 53.8 1.9 100.0 67.3 5.8 17.3 9.6 -

(52) (52) (52)

100.0 67.8 10.2 13.4 8.1 0.4 100.0 20.5 6.7 24.4 47.3 1.1 100.0 65.0 8.1 16.6 10.2 -

(283) (283) (283)

100.0 73.9 8.5 10.1 7.0 0.5 100.0 18.1 12.6 31.7 35.7 2.0 100.0 72.4 8.5 10.1 8.5 0.5

(199) (199) (199)

100.0 69.5 13.2 9.6 6.0 1.8 100.0 24.0 9.0 22.8 42.5 1.8 100.0 66.5 11.4 12.6 8.4 1.2

(167) (167) (167)

100.0 75.5 9.4 5.7 7.5 1.9 100.0 25.5 12.3 24.5 32.1 5.7 100.0 74.5 3.8 13.2 4.7 3.8

(106) (106) (106)

100.0 75.9 3.4 10.3 10.3 - 100.0 20.7 13.8 31.0 27.6 6.9 100.0 72.4 6.9 10.3 10.3 -

(29) (29) (29)

100.0 85.7 3.6 7.1 - 3.6 100.0 28.6 14.3 32.1 25.0 - 100.0 78.6 7.1 14.3 - -

(28) (28) (28)

100.0 73.7 9.9 10.1 5.6 0.8 100.0 22.9 10.6 26.8 37.8 1.9 100.0 72.7 7.8 11.9 7.1 0.5

(791) (791) (791)

100.0 69.7 11.4 11.6 6.6 0.7 100.0 17.6 9.1 28.1 43.5 1.7 100.0 68.4 8.9 13.8 8.6 0.3

(595) (595) (595)

100.0 82.4 5.9 5.9 5.9 - 100.0 52.9 5.9 17.6 17.6 5.9 100.0 94.1 5.9 - - -

(17) (17) (17)

100.0 100.0 - - - - 100.0 80.0 - 20.0 - - 100.0 100.0 - - - -

(5) (5) (5)

100.0 70.4 11.2 10.4 6.8 1.2 100.0 16.8 13.2 30.0 38.0 2.0 100.0 71.6 9.2 10.4 8.0 0.8

(250) (250) (250)

100.0 73.0 10.8 13.5 2.7 - 100.0 18.9 5.4 40.5 35.1 - 100.0 75.7 5.4 13.5 5.4 -

(37) (37) (37)

100.0 78.1 8.2 12.3 1.4 - 100.0 24.7 11.0 34.2 27.4 2.7 100.0 71.2 9.6 16.4 2.7 -

(73) (73) (73)

100.0 91.1 3.6 3.6 1.8 - 100.0 55.4 21.4 12.5 8.9 1.8 100.0 92.9 - 5.4 - 1.8

(56) (56) (56)

 その他の親族

 その他

現
在
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人

〔
複
数
回
答

〕
別

年
齢
階
級
別

総数

 配偶者（夫・
妻）

 子供

 兄弟姉妹

 一人で暮らして
いる

 親

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70歳以上

 19歳以下

 20～29歳

総数

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

a 食事をする b 家事（調理・洗濯・掃除）をする c トイレを使う
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（３）日常生活動作能力（d 着替えをする e お風呂に入る f 寝返りをする） 

－愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 日常生活動作能力のうち、「d 着替えをする」及び「e お風呂に入る」を愛の手帳の程度別

にみると、１度では「全部手助けが必要」の割合はそれぞれ 80.6%となっている。 

「f 寝返りをする」について愛の手帳の程度別にみると、１度では「全部手助けが必要」の

割合は 41.7%、「１人で全部できる」は 38.9%となっている。 （表Ⅲ-4-2） 

 

表Ⅲ-4-2 日常生活動作能力（d 着替えをする e お風呂に入る f 寝返りをする） 

－愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 

注）「現在一緒に生活している人」〔複数回答〕別は在宅者を対象とした設問のため、総数は 791 人である。 

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば
で

き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば
で

き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば
で

き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

100.0 65.9 12.5 12.3 8.7 0.7 100.0 60.4 8.1 14.2 16.4 0.8 100.0 89.2 4.4 1.5 3.2 1.6

(864) (864) (864)

100.0 13.9 - 5.6 80.6 - 100.0 2.8 - 16.7 80.6 - 100.0 38.9 19.4 - 41.7 -

(36) (36) (36)

100.0 26.7 23.7 34.1 15.1 0.4 100.0 17.7 9.9 31.5 40.1 0.9 100.0 84.1 6.9 4.3 3.0 1.7

(232) (232) (232)

100.0 77.2 13.7 7.1 1.5 0.5 100.0 70.1 11.2 14.2 4.1 0.5 100.0 95.4 2.0 0.5 0.5 1.5

(197) (197) (197)

100.0 88.8 6.2 2.6 1.6 0.8 100.0 86.8 6.2 3.9 2.3 0.8 100.0 94.5 2.9 0.5 0.8 1.3

(385) (385) (385)
100.0 59.6 15.4 17.3 7.7 - 100.0 57.7 11.5 9.6 21.2 - 100.0 94.2 3.8 - 1.9 -

(52) (52) (52)
100.0 61.5 13.4 15.9 9.2 - 100.0 56.5 8.5 17.7 17.3 - 100.0 91.2 4.2 1.8 2.8 -
(283) (283) (283)
100.0 67.8 13.1 9.0 9.5 0.5 100.0 62.3 8.0 11.6 17.6 0.5 100.0 92.0 2.5 1.5 2.5 1.5
(199) (199) (199)
100.0 64.7 13.2 10.8 10.2 1.2 100.0 59.3 9.0 13.8 16.8 1.2 100.0 85.6 5.4 1.8 4.2 3.0
(167) (167) (167)
100.0 73.6 6.6 11.3 5.7 2.8 100.0 67.0 6.6 12.3 10.4 3.8 100.0 84.9 6.6 - 3.8 4.7
(106) (106) (106)
100.0 75.9 6.9 6.9 10.3 - 100.0 69.0 - 13.8 17.2 - 100.0 82.8 - 3.4 10.3 3.4

(29) (29) (29)
100.0 75.0 17.9 7.1 - - 100.0 64.3 7.1 17.9 10.7 - 100.0 85.7 10.7 3.6 - -

(28) (28) (28)
100.0 69.4 11.8 11.4 7.1 0.4 100.0 64.1 8.5 12.6 14.3 0.5 100.0 92.2 3.4 1.3 2.0 1.1
(791) (791) (791)
100.0 64.7 13.9 12.6 8.4 0.3 100.0 59.5 9.7 13.8 16.5 0.5 100.0 91.3 3.9 1.7 2.4 0.8
(595) (595) (595)
100.0 94.1 5.9 - - - 100.0 82.4 11.8 5.9 - - 100.0 94.1 5.9 - - -

(17) (17) (17)
100.0 100.0 - - - - 100.0 80.0 20.0 - - - 100.0 100.0 - - - -

(5) (5) (5)
100.0 67.6 13.2 10.0 8.4 0.8 100.0 62.4 9.6 14.0 12.8 1.2 100.0 91.6 3.6 1.6 2.0 1.2
(250) (250) (250)
100.0 70.3 10.8 13.5 5.4 - 100.0 67.6 8.1 13.5 10.8 - 100.0 89.2 - 2.7 2.7 5.4

(37) (37) (37)
100.0 71.2 6.8 20.5 1.4 - 100.0 65.8 1.4 21.9 11.0 - 100.0 98.6 1.4 - - -

(73) (73) (73)
100.0 92.9 - 3.6 3.6 - 100.0 91.1 1.8 - 7.1 - 100.0 92.9 3.6 - 1.8 1.8

(56) (56) (56)

総数

現
在
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人

〔
複
数
回
答

〕
別

 親

 配偶者（夫・
妻）

 子供

 兄弟姉妹

 その他の親族

 その他

 一人で暮らして
いる

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70歳以上

ｆ 寝返りをする

総数

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

d 着替えをする e お風呂に入る
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（４）日常生活動作能力（g 家の中を移動する h 外に出かける ｉ バス、電車などに乗る） 

－愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 日常生活動作能力のうち「ｇ 家の中を移動する」、「ｈ 外に出かける」及び「ｉ バス、電

車などに乗る」を愛の手帳の程度別にみると、「全部手助けが必要」の割合は、１度ではそれ

ぞれ 55.6%、86.1%、91.7%となっている。 （表Ⅲ-4-4） 

 

表Ⅲ-4-3 日常生活動作能力（g 家の中を移動する h 外に出かける I バス、電車などに乗る）－

愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 

注）「現在一緒に生活している人」〔複数回答〕別は在宅者を対象とした設問のため、総数は 791 人である。 

 

 

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス

ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば

で
き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス

ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば

で
き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス

ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば

で
き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

100.0 84.5 5.8 3.1 5.3 1.3 100.0 45.7 9.6 20.5 23.1 1.0 100.0 42.8 9.0 19.7 27.2 1.3

(864) (864) (864)

100.0 25.0 11.1 8.3 55.6 - 100.0 8.3 - 5.6 86.1 - 100.0 2.8 - 5.6 91.7 -

(36) (36) (36)

100.0 74.6 9.5 7.3 6.9 1.7 100.0 4.7 6.0 37.9 50.4 0.9 100.0 3.0 4.7 29.7 61.2 1.3

(232) (232) (232)

100.0 92.4 4.1 0.5 2.5 0.5 100.0 44.7 14.7 23.9 15.7 1.0 100.0 44.2 10.2 28.4 16.8 0.5

(197) (197) (197)

100.0 92.5 4.2 1.3 0.8 1.3 100.0 74.3 10.1 10.4 4.2 1.0 100.0 69.6 12.2 10.9 5.7 1.6

(385) (385) (385)

100.0 90.4 3.8 - 5.8 - 100.0 44.2 13.5 21.2 21.2 - 100.0 48.1 9.6 17.3 25.0 - 

(52) (52) (52)

100.0 87.3 5.3 2.1 5.3 - 100.0 39.6 10.2 24.7 25.4 - 100.0 39.2 9.9 21.6 29.3 - 

(283) (283) (283)

100.0 88.4 3.5 2.5 5.0 0.5 100.0 49.2 10.6 16.1 23.6 0.5 100.0 43.7 9.0 22.6 24.1 0.5

(199) (199) (199)

100.0 80.8 9.0 3.6 4.2 2.4 100.0 46.7 9.6 19.2 22.2 2.4 100.0 43.7 9.6 16.8 28.1 1.8

(167) (167) (167)

100.0 78.3 6.6 4.7 5.7 4.7 100.0 50.9 6.6 24.5 14.2 3.8 100.0 47.2 7.5 17.9 20.8 6.6

(106) (106) (106)

100.0 75.9 3.4 3.4 13.8 3.4 100.0 48.3 6.9 10.3 34.5 - 100.0 44.8 3.4 17.2 34.5 - 

(29) (29) (29)

100.0 71.4 10.7 14.3 3.6 - 100.0 57.1 3.6 10.7 28.6 - 100.0 39.3 7.1 10.7 42.9 - 

(28) (28) (28)

100.0 88.0 5.4 2.4 3.5 0.6 100.0 48.8 9.9 20.5 20.2 0.6 100.0 45.9 9.4 20.1 23.8 0.9

(791) (791) (791)

100.0 87.6 5.7 2.0 4.4 0.3 100.0 44.2 10.6 22.0 22.7 0.5 100.0 42.7 9.6 21.3 25.7 0.7

(595) (595) (595)

100.0 82.4 11.8 - - 5.9 100.0 76.5 - 11.8 11.8 - 100.0 64.7 - 23.5 11.8 - 

(17) (17) (17)

100.0 100.0 - - - - 100.0 80.0 - 20.0 - - 100.0 80.0 - 20.0 - - 

(5) (5) (5)

100.0 87.2 5.2 2.0 4.8 0.8 100.0 46.0 11.6 20.0 21.2 1.2 100.0 42.4 11.2 21.2 24.0 1.2

(250) (250) (250)

100.0 94.6 - - 5.4 - 100.0 37.8 24.3 18.9 18.9 - 100.0 45.9 10.8 24.3 18.9 - 

(37) (37) (37)

100.0 90.4 6.8 2.7 - - 100.0 41.1 9.6 31.5 17.8 - 100.0 38.4 9.6 27.4 23.3 1.4

(73) (73) (73)

100.0 89.3 5.4 3.6 - 1.8 100.0 83.9 5.4 5.4 3.6 1.8 100.0 73.2 7.1 7.1 10.7 1.8

(56) (56) (56)

年
齢
階
級
別

総数

現
在
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人

〔
複
数
回
答

〕
別

 配偶者（夫・妻）

 子供

 兄弟姉妹

 その他の親族

 その他

 一人で暮らしている

 親

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70歳以上

 19歳以下

 20～29歳

総数

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

g 家の中を移動する h 外に出かける i バス、電車などに乗る
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（５）日常生活動作能力（j 買い物をする k 銀行などでの預金の出し入れ l 薬の管理） 

日常生活動作能力のうち「j 買い物をする」、「k 銀行などでの預金の出し入れ」及び「l 薬

の管理」を愛の手帳の程度別にみると、「全部手助けが必要」の割合は、１度では９割を超えて

いる（91.7%、97.2%、94.4%）。また、「k 銀行などでの預金の出し入れ」及び「l 薬の管理」は、

２度でも９割を超えている（97.0%、90.9%）。（表Ⅲ-4-4） 

 

表Ⅲ-4-4 日常生活動作能力（j 買い物をする k銀行などでの預金の出し入れ l薬の管理） 

－愛の手帳の程度、年齢階級、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

   

注）「現在一緒に生活している人」〔複数回答〕別は在宅者を対象とした設問のため、総数は 791 人である。 

 

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス

ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば

で
き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス

ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば

で
き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

総
数

１
人
で
全
部
で
き
る

１
人
で
で
き
る
が
ス

ム
ー

ズ
に
は
で
き
な
い

一
部
手
助
け
が
あ
れ
ば

で
き
る

全
部
手
助
け
が
必
要

無
回
答

100.0 36.2 11.0 20.0 31.5 1.3 100.0 21.1 5.9 13.4 58.3 1.3 100.0 30.8 8.0 15.9 43.8 1.6

(864) (864) (864)

100.0 2.8 - 5.6 91.7 - 100.0 2.8 - - 97.2 - 100.0 2.8 - 2.8 94.4 -

(36) (36) (36)

100.0 0.4 2.6 22.0 73.7 1.3 100.0 0.4 0.4 0.9 97.0 1.3 100.0 0.4 1.3 6.5 90.9 0.9

(232) (232) (232)

100.0 27.9 16.2 33.5 21.3 1.0 100.0 6.6 3.0 15.7 74.1 0.5 100.0 21.8 9.1 23.9 42.1 3.0

(197) (197) (197)

100.0 65.5 14.5 13.8 5.2 1.0 100.0 42.3 11.4 21.3 23.6 1.3 100.0 55.6 12.2 19.2 11.9 1.0

(385) (385) (385)

100.0 38.5 17.3 11.5 32.7 - 100.0 17.3 9.6 17.3 55.8 - 100.0 21.2 11.5 15.4 50.0 1.9

(52) (52) (52)

100.0 31.1 10.2 21.9 36.7 - 100.0 21.9 5.7 13.8 58.7 - 100.0 27.9 6.0 17.7 47.7 0.7

(283) (283) (283)

100.0 37.7 11.1 21.6 28.6 1.0 100.0 19.6 6.0 15.6 57.3 1.5 100.0 32.2 11.1 15.6 40.2 1.0

(199) (199) (199)

100.0 34.1 13.2 19.2 32.3 1.2 100.0 19.2 6.6 10.8 61.7 1.8 100.0 29.9 8.4 16.2 43.7 1.8

(167) (167) (167)

100.0 42.5 9.4 20.8 20.8 6.6 100.0 23.6 4.7 13.2 53.8 4.7 100.0 42.5 1.9 13.2 37.7 4.7

(106) (106) (106)

100.0 48.3 3.4 17.2 31.0 - 100.0 24.1 3.4 13.8 58.6 - 100.0 27.6 10.3 20.7 41.4 - 

(29) (29) (29)

100.0 50.0 7.1 10.7 32.1 - 100.0 28.6 3.6 3.6 64.3 - 100.0 32.1 17.9 3.6 42.9 3.6

(28) (28) (28)

100.0 38.8 11.8 20.4 28.2 0.9 100.0 22.8 6.4 14.5 55.4 0.9 100.0 33.1 8.6 16.9 40.1 1.3

(791) (791) (791)

100.0 33.6 11.8 22.5 31.3 0.8 100.0 19.7 6.9 13.8 58.7 1.0 100.0 28.6 8.9 17.6 43.9 1.0

(595) (595) (595)

100.0 58.8 5.9 23.5 11.8 - 100.0 58.8 - 17.6 23.5 - 100.0 70.6 11.8 11.8 5.9 - 

(17) (17) (17)

100.0 80.0 20.0 - - - 100.0 80.0 - 20.0 - - 100.0 80.0 - 20.0 - - 

(5) (5) (5)

100.0 34.8 12.0 22.0 29.6 1.6 100.0 21.2 9.2 12.4 56.4 0.8 100.0 27.6 10.8 19.2 39.6 2.8

(250) (250) (250)

100.0 27.0 21.6 29.7 21.6 - 100.0 18.9 10.8 10.8 59.5 - 100.0 32.4 5.4 16.2 40.5 5.4

(37) (37) (37)

100.0 38.4 12.3 23.3 26.0 - 100.0 12.3 2.7 17.8 67.1 - 100.0 30.1 4.1 15.1 49.3 1.4

(73) (73) (73)

100.0 75.0 14.3 1.8 7.1 1.8 100.0 50.0 8.9 17.9 21.4 1.8 100.0 62.5 14.3 14.3 7.1 1.8

(56) (56) (56)

総数

現
在
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人

〔
複
数
回
答

〕
別

 親

 配偶者（夫・妻）

 子供

 兄弟姉妹

 その他の親族

 その他

 一人で暮らしている

愛
の
手
帳
の
程
度
別

年
齢
階
級
別

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60～69歳

 70歳以上

j 買い物をする k 銀行などでの預金の出し入れ l 薬の管理

総数

 19歳以下

 20～29歳

 ２度

 ３度

 ４度

 １度
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５ 就労の状況 

（１）収入を伴う仕事の有無（調査基準日現在）－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

 

 

収入を伴う仕事をしているか聞いたところ、「仕事をしている（一般就労(※１)など）」の割

合が 29.1%、「仕事をしている（福祉的就労(※２)）」が 28.0%、「生活介護で工賃をもらう生産活

動をしている」の割合が 13.8%、「仕事をしていない」が 27.5%となっている。 

年齢階級別にみると、19 歳以下、20 代及び 30 代では「仕事をしている（一般就労など）」

割合が３割を超え（32.7%、36.0%、32.2%）、40 代及び 60 代では「福祉的就労」が３割を超え

ている（34.7%、31.6%） 

愛の手帳の程度別にみてみると、１度では「仕事をしていない」が 80.6%、２度では「生活

介護で工賃をもらう生産活動をしている」が 36.2%、３度では「仕事をしている（福祉的就労）」

が 44.2%、４度では「仕事をしている（一般就労など）」の割合が 50.9%となっている。 

 (図Ⅲ-5-1) 

 

図Ⅲ-5-1 収入を伴う仕事の有無（調査基準日現在）－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 
注１）※1 「一般就労」とは、企業などに就職し、雇用契約を結んで働くこと 

    ２）※2 「福祉的就労」とは、一般就労が難しい障害のある方が障害福祉サービスの中で就労の機会を選択しなが

ら働くこと。障害者総合支援法に基づく就労継続支店事業所などで作業を行う。 

ここでは、「就労継続支援 A 型で働いている」「就労継続支援 B 型で働いている」「就労移行支援の事業所

で働いている」を合わせた割合を計上している。 

29.1 

32.7 

36.0

32.2

22.8

22.6

10.5 

2.8

3.0

22.3

50.9

28.0 

13.5 

26.5

28.1

34.7

26.4

31.6 

2.8

20.7

44.2

26.5

13.8 

13.5 

15.9

12.6

15.6

10.4

8.8 

13.9

36.2

11.7

1.6

27.5 

40.4 

20.5

26.1

24.6

35.8

49.1 

80.6

37.5

20.3

20.0

1.6 

-

1.1

1.0

2.4

4.7

-

-

2.6

1.5

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（864人）

19歳以下

（52人）

20～29歳

（283人）

30～39歳

（199人）

40～49歳

（167人）

50～59歳

（106人）

60歳以上

（57人）

１度

（36人）

２度

（232人）

３度

（197人）

４度

（385人）

無回答

年齢階級別

愛の手帳の程度別

仕事をしている

（一般就労など）

仕事をしていない仕事をしている

（福祉的就労）※2

生活介護で工賃を

もらう生産活動を

している

「仕事
し ご と

をしている（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

など）」が 29.1%、「福祉的就労
ふくしてきしゅうろう

をしている（就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

、就労移行支援
しゅうろういこうしえん

）」が 28.0% 
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（２）雇用形態〔複数回答〕－年齢階級、愛の手帳の程度別 

    

 

 

「仕事をしている（一般就労など）」と回答した人（251 人）に雇用形態を聞いたところ、

「非正規の職員・従業員(パート･アルバイト・日雇等(契約職員、派遣職員を含む)」の割合

が 58.6%で最も高く、次いで「正規の職員・従業員」が 37.8%となっている。「正規の職員・

従業員」は平成 30 年度調査（25.8%）より 12.0 ポイント増加し、「非正規の職員・従業員（パ

ート･アルバイト・日雇等(契約職員、派遣職員を含む)）」は平成 30 年度調査（71.0%）より

12.4 ポイント減少している。 

年齢階級別にみると、「正規の職員・従業員」の割合は、60 歳未満の階級で最も高いのは

30 代で 45.3%となっている。（表Ⅲ-5-1） 

 

表Ⅲ-5-1 雇用形態〔複数回答〕－年齢階級、愛の手帳の程度別 

  

総
数

正
規
の
職
員
・

従
業
員

会
社
等
の
役
員

非
正
規
の
職
員
・

従
業
員

(

パ
ー

ト
･

ア
ル
バ
イ
ト
・
日
雇

等

(

契
約
職
員
・
派

遣
職
員
を
含
む

)
)

自
営
業

家
業
の
手
伝
い

内
職

そ
の
他

無
回
答

100.0 37.8 - 58.6 0.4 - 0.4 - 2.8

(251)

100.0 35.3 - 64.7 - - - - -

(17)

100.0 38.2 - 60.8 - - - - 1.0

(102)

100.0 45.3 - 51.6 1.6 - - - 1.6

(64)

100.0 28.9 - 63.2 - - - - 7.9

(38)

100.0 29.2 - 58.3 - - 4.2 - 8.3

(24)

100.0 50.0 - 50.0 - - - - -

(6)

100.0 - - 100.0 - - - - -

(1)

100.0 71.4 - 28.6 - - - - -

(7)

100.0 29.5 - 61.4 - - - - 9.1

(44)

100.0 38.8 - 58.7 0.5 - 0.5 - 1.5

(196)

100.0 25.8 - 71.0 - 0.9 - 0.9 1.8

(221)

 60歳以上

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

平成30年度

 ３度

 ４度

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 総数

年
齢
階
級
別

「正規
せ い き

の職員
しょくいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

」の割合
わりあい

は 37.8%で平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

より 12.0ポイント増
ぞう

加
か

、

「非正規
ひ せ い き

の職員
しょくいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

」の割合
わりあい

は 58.6%で平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

より 12.4ポイント減
げん

少
しょう

 

25.8％ 
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（３）１週間の就労日数－愛の手帳の程度、雇用形態〔複数回答〕別 

   

 

「仕事をしている（一般就労など）」と回答した人（251 人）に、１週間の就労日数を聞い

たところ、「５日以上」の割合が 81.3%で最も高くなっている。  

雇用形態別にみると、「５日以上」の割合は、正規の職員・従業員では 94.7%、非正規の職

員・従業員（パート・アルバイト・日雇等（契約職員、派遣職員を含む））では 74.8%となっ

ている。 （図Ⅲ-5-2） 

 

図Ⅲ-5-2 １週間の就労日数－愛の手帳の程度、雇用形態〔複数回答〕別 

 

 

注１）愛の手帳の程度別のうち、「１度」は１人のため省略した。 

  ２）雇用形態〔複数回答〕別のうち、「会社等の役員」、「家事の手伝い」及び「その他」は０人、「自営業」及び 

「内職」は各１名のため省略した。 

0.4

-

-

0.5

1.1

-

0.8

-

-

1.0

-

1.4

1.2

-

-

1.5

-

2.0

13.9

14.3

13.6

14.3

4.2

21.1

81.3

85.7

79.5

81.1

94.7

74.8

2.4

-

6.8

1.5

-

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数 （251人）

２度 （7人）

３度 （44人）

４度 （196人）

正規の職員・従業員 （95人）

非正規の職員・従業員(パート･アルバイト・
日雇等(契約職員、派遣職員を含む)) （147人）

無回答５日以上３日 ４日１日 ２日

愛の手帳の程度別

雇用形態〔複数回答〕別

-

１週間
しゅうかん

の就労
しゅうろう

日数
にっすう

は「５
いつ

日
か

以上
いじょう

」が最
もっと

も高
たか

く 81.3% 
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（４）１週間の労働時間－愛の手帳の程度、雇用形態〔複数回答〕別 

  

 

    「仕事をしている（一般就労など）」と回答した人（251 人）に１週間の労働時間を聞いたと

ころ、「30～40 時間未満」（45.8%）と「40時間以上」（12.7%）を合わせた「30 時間以上」の割

合が 58.6%、「20～30 時間未満」が 22.3%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、３度では「30 時間以上」の割合が 50.0%、４度では 60.2%とな

っている。 

雇用形態別にみると、正規の職員・従業員では「30 時間以上」の割合が 75.8%、非正規の職

員・従業員（パート・アルバイト・日雇等（契約職員、派遣職員を含む））では 50.3%となって

いる。（図Ⅲ-5-3） 

 

   図Ⅲ-5-3 １週間の労働時間－愛の手帳の程度、雇用形態〔複数回答〕別 

 

注１）雇用形態〔複数回答〕別のうち、「会社等の役員」、「家事の手伝い」及び「その他」は０人のため省略した。 

２）愛の手帳の程度別のうち、「１度」と、雇用形態〔複数回答〕別のうち、「自営業」及び「内職」は各１名の 

ため省略した。 

10.4

-

9.1

11.2

6.3

12.2

5.6

14.3

4.5

5.6

2.1

8.2

22.3

42.9

29.5

20.4

15.8

27.2

45.8

42.9

43.2

45.4

54.7

42.2

12.7

-

6.8

14.8

21.1

8.2

3.2

-

6.8

2.6

-

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数 （251人）

２度 （7人）

３度 （44人）

４度 （196人）

正規の職員・従業員 （95人）

非正規の職員・従業員(パート･アルバイト・
日雇等(契約職員、派遣職員を含む)) （147人）

無回答10 時間

未満

10～20時間

未満

40時間以上30～40時間未満20～30時間

未満

愛の手帳の程度別

雇用形態〔複数回答〕別

58.6

50.0

60.2

75.8

50.3

１週間
しゅうかん

の労働時間
ろうどうじかん

は「30時間
じ か ん

以上
いじょう

」が 58.6% 
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（５）就職をするために支援を受けたところ（人）〔複数回答〕－性・年齢階級別 

 

  

雇用形態が正規の職員・従業員、非正規の職員・従業員である人（242 人）にどこ（誰）の

支援を受けて現在の仕事に就いたか聞いたところ、「学校」の割合が 36.4%、「区市町村障害者

就労支援センター、障害者就業・生活支援センター」が 23.1%、「ハローワーク」が 19.4%とな

っている。 

年齢階級別にみると、19歳以下及び20代については学校が５割を超えている（52.9%、50.5%）。

30 代及び 50 代については、「区市町村障害者就労支援センター、障害者就業・生活支援センタ

ー」が３割を超えている（33.9%、37.0%） (表Ⅲ-5-2) 

 

表Ⅲ-5-2 就職をするために支援を受けたところ（人）〔複数回答〕－性・年齢階級別 

 

 

総
数

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク

（
公
共

職
業
安
定
所

）

民
間
の

職
業
紹
介
会
社

区
市
町

村
障
害
者
就
労

支
援
セ

ン
タ
ー

、

障
害
者

就
業
・
生
活
支

援
セ
ン

タ
ー

学
校

家
族

知
り
合

い

就
労
移

行
支
援
事
業
所

等 福
祉
団

体

（
障
害
者

団
体

、
福
祉
活
動
を
し

て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど

）

そ
の
他

支
援
は

受
け
な
か

っ
た

無
回
答

100.0 19.4 2.9 23.1 36.4 5.0 1.7 17.4 3.7 5.0 3.7 5.4

(242)

100.0 16.0 2.5 24.5 38.0 4.9 2.5 13.5 3.7 3.7 4.3 7.4

(163)

100.0 26.6 3.8 20.3 32.9 5.1 - 25.3 3.8 7.6 2.5 1.3

(79)

100.0 29.4 5.9 17.6 52.9 11.8 - - - - 5.9 5.9

(17)

100.0 20.8 5.0 13.9 50.5 5.0 2.0 20.8 3.0 4.0 3.0 5.0

(101)

100.0 14.5 - 33.9 29.0 6.5 - 21.0 4.8 4.8 3.2 3.2

(62)

100.0 20.0 - 22.9 20.0 - 5.7 14.3 5.7 11.4 5.7 8.6

(35) -

100.0 18.5 3.7 37.0 11.1 3.7 - 11.1 3.7 3.7 3.7 7.4

(27)

年
齢
階

級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50歳以上

 総数

性
別

 男

 女

就 職
しゅうしょく

をするために支援
し え ん

を受けた
う   

ところは「学校
がっこう

」の割合
わりあい

が 36.4% 

 



 - 133 - 

（６）現在の仕事に就いてからの期間－性・年齢階級、雇用形態〔複数回答〕別 

 

  

雇用形態が正規の職員・従業員、非正規の職員・従業員である人（242 人）に現在の仕事に

就いてからの期間を聞いたところ、「10年以上」の割合が36.4%、「５年以上10年未満」が19.4%、

「３年以上５年未満」が 14.0%となっている。５年以上の割合（「５年以上 10 年未満」と「10

年以上」の合計）は 55.8%となっている。 

 年齢階級別にみると、30 代以上の階級で「10年以上」の割合が６割を超えている（65.7%～

70.4%）。 （表Ⅲ-5-3） 

  

表Ⅲ-5-3 現在の仕事に就いてからの期間－性・年齢階級、雇用形態〔複数回答〕別 

 

 
 

注）雇用形態〔複数回答〕別のうち、「会社等の役員」は０人のため省略した。 

総
数

3
か
月
未
満

3
か
月
以
上
6
か
月
未
満

6
か
月
以
上
1
年
未
満

1
年
以
上
3
年
未
満

3
年
以
上
5
年
未
満

5
年
以
上
1
0
年
未
満

1
0
年
以
上

無
回
答

100.0 1.2 2.9 7.4 14.0 14.0 19.4 36.4 4.5

(242)

100.0 1.2 1.8 7.4 16.6 13.5 16.0 37.4 6.1

(163)

100.0 1.3 5.1 7.6 8.9 15.2 26.6 34.2 1.3

(79)

100.0 5.9 17.6 52.9 17.6 - - - 5.9

(17)

100.0 1.0 2.0 5.9 26.7 22.8 32.7 4.0 5.0

(101)

100.0 - - 3.2 3.2 11.3 11.3 67.7 3.2

(62)

100.0 2.9 2.9 2.9 5.7 5.7 8.6 65.7 5.7

(35)

100.0 - 3.7 - - 7.4 14.8 70.4 3.7

(27)

100.0 - - 7.4 12.6 14.7 23.2 41.1 1.1

(95)

100.0 2.0 4.8 7.5 15.0 13.6 17.0 33.3 6.8

(147)

雇
用
形
態

〔
複
数
回

答

〕
別

 正規の職員・従業員

 非正規の職員・従業員(パート･アルバイト・
 日雇等(契約職員、派遣職員を含む))

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50歳以上

 総数

性
別

 男

 女

55.8

現在
げんざい

の仕事
し ご と

に就いて
つ   

からの期間
き か ん

は「５年
ねん

以上
いじょう

」が 55.8% 
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（７）仕事をしていく上で困ること〔３つまでの複数回答〕－性・年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

 

雇用形態が正規の職員・従業員、非正規の職員・従業員である（242 人）に、仕事をしてい

く上で困ることがあるか聞いたところ、「困ることがある」の割合が 52.9%、「困ることは特に

ない」が 40.1%となっている。 

困ることの内容では、「人間関係が難しい」の割合が 26.9%で最も高く、次いで「相手に対し

て、言いたい内容が伝わらない」が 20.2%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、３度では「相手に対して、言いたい内容が伝わらない」の割合

が 32.5%となっている。（表Ⅲ-5-4） 

  

 表Ⅲ-5-4 仕事をしていく上で困ること〔３つまでの複数回答〕 

－性・年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

注）愛の手帳の程度別のうち、「１度」は１名のため省略した。

勤
務
時
間
・
日
数
が
自
分
の

希
望
と
合
わ
な
い

通
勤
距
離
・
時
間
が
長
い

通
勤
時
の
混
雑

（
通
勤
ラ

ッ

シ

ュ

）
が
辛
い

仕
事
の
内
容
が
障
害
の
特
性

上

、
自
分
に
合

っ
て
い
な
い

職
場
の

（
物
理
的
な

）
バ
リ

ア
フ
リ
ー

化
が
不
十
分

人
間
関
係
が
難
し
い

相
手
に
対
し
て

、
言
い
た
い

内
容
が
伝
わ
ら
な
い

相
手
の
言

っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
ら
な
い

定
期
的
な
通
院
や
健
康
管
理

と
の
両
立

急
な
体
調
の
変
化
へ
の
配
慮

が
な
い

そ
の
他

100.0 52.9 5.0 9.1 15.3 2.5 1.2 26.9 20.2 12.4 5.0 1.7 5.0 40.1 7.0

(242)

100.0 50.3 6.7 9.2 14.7 1.8 - 23.3 18.4 10.4 4.3 1.2 4.9 42.3 7.4

(163)

100.0 58.2 1.3 8.9 16.5 3.8 3.8 34.2 24.1 16.5 6.3 2.5 5.1 35.4 6.3

(79)

100.0 52.9 5.9 - 5.9 5.9 - 29.4 17.6 17.6 - 5.9 11.8 35.3 11.8

(17)

100.0 53.5 5.0 7.9 16.8 2.0 1.0 27.7 21.8 14.9 3.0 1.0 5.0 36.6 9.9

(101)

100.0 53.2 4.8 9.7 17.7 1.6 3.2 27.4 21.0 12.9 8.1 1.6 3.2 43.5 3.2

(62)

100.0 54.3 8.6 17.1 11.4 2.9 - 22.9 17.1 5.7 8.6 - 5.7 40.0 5.7

(35)

100.0 48.1 - 7.4 14.8 3.7 - 25.9 18.5 7.4 3.7 3.7 3.7 48.1 3.7

(27)

100.0 42.9 - - 28.6 - - 14.3 28.6 14.3 - - - 57.1 -

(7)

100.0 52.5 5.0 7.5 5.0 2.5 - 27.5 32.5 17.5 - - 7.5 42.5 5.0

(40)

100.0 53.4 4.2 9.9 17.3 2.6 1.6 27.7 17.8 11.5 6.3 2.1 4.7 38.7 7.9

(191)

愛
の
手
帳
の

程
度
別

 ２度

 ３度

 ４度

総
数

困
る
こ
と
が
あ
る

困
る
こ
と
は
特
に
な
い

無
回
答

 総数

性
別

 男

 女

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50歳以上

仕事
し ご と

をしていく上
うえ

で困る
こま

ことは「人間
にんげん

関係
かんけい

が難しい
むずか

」が 26.9% 
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（８）仕事で困ったときの相談先〔複数回答〕 

－性・年齢階級、愛の手帳の程度、雇用形態〔複数回答〕別  

 

  

 雇用形態が正規の職員・従業員、非正規の職員・従業員である人（242 人）に、仕事で困った

ときの相談先を聞いたところ、「職場の上司」の割合が 55.4%、次いで「家族」が 50.4%、「就労

支援センター等の職員」が 25.2%となっている。 

年齢階級別にみると「職場の上司」の割合は、20代が 60.4%、40 代が 62.9%と６割を超えてい

る。「家族」は、20 代が 56.4%、30 代が 56.6%と５割を超えている。 （表Ⅲ-5-5） 

 

表Ⅲ-5-5 仕事で困ったときの相談先〔複数回答〕 

－性・年齢階級、愛の手帳の程度、雇用形態〔複数回答〕別 

 
注）愛の手帳の程度別のうち、「１度」は１名のため省略した。 

総
数

職
場
の
上
司

職
場
の
同
僚

職
場
に
派
遣
さ
れ
た

ジ

ョ
ブ
コ
ー

チ

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

等
の

職
員

家
族

職
場
の
同
僚
以
外
の
友
人

施
設
の
職
員

、
グ
ル
ー

プ

ホ
ー

ム
の
世
話
人
等

卒
業
し
た
学
校
の
先
生

そ
の
他

相
談
す
る
相
手
は
い
な
い

（
相
談
す
る
場
所
が
な
い

）

今
ま
で
特
に
困

っ
た
こ
と
は

な
い

無
回
答

100.0 55.4 18.6 4.5 25.2 50.4 6.2 8.7 2.1 1.7 0.0 5.0 14.5

(242)

100.0 52.8 18.4 4.3 23.9 53.4 7.4 5.5 2.5 1.8 0.0 6.7 15.3

(163)

100.0 60.8 19.0 5.1 27.8 44.3 3.8 15.2 1.3 1.3 0.0 1.3 12.7

(79)

100.0 52.9 17.6 11.8 29.4 41.2 17.6 - - - - - 11.8

(17)

100.0 60.4 19.8 2.0 24.8 56.4 6.9 5.0 4.0 3.0 - 4.0 14.9

(101)

100.0 53.2 17.7 4.8 29.0 56.5 4.8 9.7 - 1.6 - 4.8 12.9

(62)

100.0 62.9 25.7 5.7 25.7 42.9 - 14.3 2.9 - - 2.9 14.3

(35)

100.0 33.3 7.4 7.4 14.8 29.6 7.4 18.5 - - - 14.8 18.5

(27)

100.0 57.1 14.3 - 28.6 71.4 - 14.3 - 14.3 - - 14.3

(7)

100.0 57.5 10.0 7.5 37.5 55.0 - 7.5 2.5 - - 2.5 10.0

(40)

100.0 55.0 20.4 4.2 23.0 47.6 7.3 8.4 1.6 1.6 - 5.8 15.7

(191)

100.0 64.2 26.3 6.3 20.0 50.5 7.4 11.6 1.1 3.2 - 6.3 10.5

(95)

100.0 49.7 13.6 3.4 28.6 50.3 5.4 6.8 2.7 0.7 - 4.1 17.0

(147)

雇
用
形
態

〔
複
数
回

答

〕
別

 正規の職員・従業員

 非正規の職員・従業員(パート･ アルバイト・
日雇等(契約職員、 派遣職員を含む))

 総数

性
別

 男

 女

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50歳以上

 ２度

 ３度

 ４度

愛
の
手
帳
の

程
度
別

仕事
し ご と

で困った
こ ま    

ときの相談先
そうだんさき

は「職場
しょくば

の上司
じょうし

」が 55.4%「家族
か ぞ く

」が 50.4% 



 - 136 - 

（９）福祉的就労経験の有無－性別、雇用形態〔複数回答〕別 

 

                                 

 雇用形態が正規の職員・従業員、非正規の職員・従業員である人（242 人）に、これまでに、

福祉的就労をしたことがあるか聞いたところ、「ある」の割合が 16.1%、「ない」が 56.2%となっ

ている。 

 雇用形態別にみると、「ある」の割合は、正規の職員・従業員が 12.6%、非正規の職員・従業

員（パート・アルバイト・日雇等（契約職員、派遣職員を含む））が 18.4%となっている。 

（図Ⅲ-5-4） 

 

 図Ⅲ-5-4 福祉的就労経験の有無－性別、雇用形態〔複数回答〕別 

 

 

注）雇用形態〔複数回答〕別のうち、「自営業」及び「内職」は１名のため省略した。 

16.1 

16.0 

16.5 

12.6 

18.4 

56.2 

56.4 

55.7 

60.0 

53.7 

12.0 

9.8 

16.5 

15.8 

9.5 

15.7 

17.8 

11.4 

11.6 

18.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数 （242人）

男 （163人）

女 （79人）

正規の職員・従業員 （95人）

非正規の職員・従業員(パート･アルバイト・
日雇等(契約職員、派遣職員を含む)) （147人）

無回答ある わからないない

雇用形態〔複数回答〕別

性別

これまでに福祉的就労
ふくしてきしゅうろう

をしたことが「ある」割合
わりあい

は 16.1% 
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（10）現在、企業や公的機関などで働いていない（一般就労をしていない）理由〔３つまでの複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、収入を伴う仕事の有無、回答者別 

 

  

 

現在、企業や公的機関などで働いていない（一般就労をしていない）人（599 人）にその理由を

聞いたところ、「障害や病状が重く企業などで働くことが難しいため」の割合が 56.4%、「人と

関わって仕事をすることが難しいため」が 26.2%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、「障害や病状が重く企業などで働くことが難しいため」が、１度

が 91.4%、２度が 83.6%となっている。 

 収入を伴う仕事の有無別にみると、就労移行支援の事業所で働いている人（福祉的就労）で

は「受け入れてくれる職場が見つからないため」が 53.8%となっている。 

 回答者別にみると、「本人以外が回答」では、「障害や病状が重く企業などで働くことが難し

いため」の割合が 71.8%となっている。（表Ⅲ-5-6） 

 

表Ⅲ-5-6 現在、企業や公的機関などで働いていない（一般就労をしていない）理由 

〔３つまでの複数回答〕－年齢階級、愛の手帳の程度、収入を伴う仕事の有無、回答者別  

 

総
数

自
分
が
希
望
す
る
仕
事
内
容
や

労
働
条
件
に
当
て
は
ま
る
仕
事

が
な
い

障
害
や
病
状
が
重
く
企
業
な
ど

で
働
く
こ
と
が
難
し
い
た
め

健
康
面
・
体
力
面
に
不
安
が
あ

る
た
め

人
と
関
わ

っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め

受
け
入
れ
て
く
れ
る
職
場
が

見
つ
か
ら
な
い
た
め

会
社
が
倒
産
し
た
り

、
仕
事
が

な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
た
め

学
校
な
ど
で
勉
強
し
て
い
る

た
め

家
庭
の
都
合
で
働
け
な
い

（
結
婚

、
育
児

、
介
護
な
ど

）

高
齢
の
た
め

（
定
年
を
含
む

）

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
で
働
く

必
要
が
な
い
た
め

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
で
働
き

た
く
な
い
た
め

そ
の
他

無
回
答

100.0 13.2 56.4 22.9 26.2 18.4 1.3 1.7 0.7 5.0 2.5 2.2 6.2 8.8
(599)

100.0 8.6 45.7 11.4 17.1 14.3 - 25.7 - - 2.9 2.9 2.9 5.7
(35)

100.0 11.8 70.8 24.7 27.0 21.3 - 0.6 - - 1.7 1.1 6.2 4.5
(178)

100.0 22.6 57.9 21.1 31.6 18.0 1.5 - 1.5 - 2.3 3.8 6.8 7.5
(133)

100.0 12.0 46.4 24.0 25.6 20.8 2.4 - 0.8 - 2.4 2.4 5.6 14.4
(125)

100.0 9.1 54.5 24.7 28.6 16.9 1.3 - 1.3 1.3 2.6 - 6.5 14.3
(77)

100.0 5.9 37.3 23.5 13.7 7.8 3.9 - - 56.9 5.9 3.9 7.8 7.8
(51)

100.0 - 91.4 8.6 8.6 2.9 - - - 2.9 5.7 - 2.9 2.9
(35)

100.0 3.7 83.6 17.8 25.6 15.1 - 0.9 - 1.4 2.7 0.9 5.5 5.9
(219)

100.0 19.3 43.3 24.7 30.7 26.0 2.7 2.0 - 4.7 2.7 2.7 2.7 12.0
(150)

100.0 22.7 29.7 30.8 27.6 19.5 2.2 2.7 2.2 9.7 1.6 3.8 9.7 10.3
(185)

100.0 11.1 22.2 22.2 22.2 22.2 - - - - - - - 38.9
(18)

100.0 16.6 51.7 26.1 26.5 26.5 1.9 - - 4.7 2.4 2.4 5.7 10.9
(211)

100.0 38.5 7.7 - 53.8 53.8 7.7 7.7 15.4 - 7.7 - - -
(13)

100.0 7.6 78.2 21.8 27.7 17.6 - - - 1.7 1.7 0.8 2.5 6.7
(119)

100.0 11.8 55.0 21.8 23.9 9.2 1.3 3.8 0.8 7.6 2.9 2.9 9.2 6.3
(238)

100.0 21.9 33.3 31.6 29.5 21.5 2.5 1.3 1.7 8.0 1.3 3.4 8.0 10.5
(237)

100.0 7.5 71.8 17.0 23.7 16.2 0.6 2.0 - 3.1 3.4 1.1 5.0 7.8
(358)

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 本人以外が回答

 本人が回答回
答
者
別

収
入
を
伴
う
仕
事
の

有
無
別

 就労継続支援Ａ型の事業所で働い
 ている（福祉的就労）

 就労継続支援Ｂ型の事業所で働い
 いる（福祉的就労）

 就労移行支援の事業所で働いて
 いる（福祉的就労）

 生活介護で工賃をもらう生産活動を
 している

 仕事をしていない

現在
げんざい

、企業
きぎょう

や公的機関
こうてききかん

などで「障害
しょうがい

や病 状
びょうじょう

が重く
おも  

企業
きぎょう

などで働
はたら

くことが難
むずか

しいため」

の割合
わりあい

が 56.4%、「人
ひと

と関
かか

わって仕事
し ご と

をすることが難
むずか

しいため」が 26.2% 
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（11）企業や公的機関などでの就労経験の有無－愛の手帳の程度、収入を伴う仕事の有無別 

 

 

 

企業や公的機関などで働いていない（一般就労をしていない）人（599 人）に過去に企業や公

的機関などで働いたこと（パート、アルバイトを含む）があるか聞いたところ、「ある」の割

合が 24.2%、「ない」が 71.8%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、４度では「ある」が 58.4%となっている。 

収入を伴う仕事の有無別にみると「ある」の割合は、「就労移行支援の事業所で働いている

（福祉的就労）」では 69.2%、「就労継続支援Ａ型の事業所で働いている（福祉的就労）」では 

55.6%となっている。（図Ⅲ-5-5） 

 

図Ⅲ-5-5 企業や公的機関などでの就労経験の有無－愛の手帳の程度、収入を伴う仕事の有無別  
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28.9

69.2
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94.3

96.3
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35.7

72.7
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23.1
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-
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4.0

3.2
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1.9

7.7

-
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2.9

1.8

0.7

2.7

1.7

5.6

1.9

-

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数 （599人）

１度 （35人）

２度 （219人）

３度 （150人）

４度 （185人）

仕事をしていない （238人）

就労継続支援Ａ型の事業所で

働いている（福祉的就労） （18人）

就労継続支援Ｂ型の事業所で

働いている（福祉的就労）（211人）

就労移行支援の事業所で

働いている（福祉的就労） （13人）

生活介護で工賃をもらう

生産活動をしている（119人）

無回答
ある ない わからない

愛の手帳の程度別

収入を伴う仕事の有無別

過去
か こ

、企業
きぎょう

や公的機関
こうてききかん

などで働
はたら

いたこと（パート、アルバイト等
とう

を含む
ふく

）が「ある」割合
わりあい

は 24.2% 
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（12）企業や公的機関などでの就労意向の有無 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者、収入を伴う仕事の有無別 

  

   

企業や公的機関などで働いていない（一般就労をしていない）人（599 人）に今後、企業や公的

機関などで働きたいか（パート、アルバイト等を含む）聞いたところ、「はい」の割合が 15.7%、

「いいえ」が 55.1%、「わからない」が 26.4%となっている。  

愛の手帳の程度別にみると、「はい」の割合は、４度が 37.3%となっている。（図Ⅲ-5-6） 

 

     図Ⅲ-5-6 企業や公的機関などでの就労意向の有無 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者、収入を伴う仕事の有無別 
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総数 （599人）

19歳以下 （35人）
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40～49歳 （125人）

50～59歳 （77人）

60歳以上 （51人）

１度 （35人）

２度 （219人）

３度 （150人）

４度 （185人）

本人が回答 （237人）

本人以外が回答 （358人）

無回答はい いいえ わからない

年齢階級別

愛の手帳の程度別

回答者別
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38.5

24.4

3.8

16.7

1.4
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仕事をしていない （238人）

就労継続支援Ａ型の事業所で

働いている（福祉的就労）（18人）

就労継続支援Ｂ型の事業所で

働いている（福祉的就労）（211人）

就労移行支援の事業所で

働いている（福祉的就労）（13人）

生活介護で工賃をもらう

生産活動をしている（119人）

収入を伴う仕事の有無別

今後
こ ん ご

、企業
きぎょう

や公的機関
こうてききかん

などで働
はたら

きたい（パート、アルバイト等
とう

を含む
ふく

）割合
わりあい

は 15.7% 
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（13）企業や公的機関などで働くにあたって心配なこと（課題） 

 

  

 

企業や公的機関などで働いていない（一般就労をしていない）人の中で、今後、企業や公的機

関などで働きたいと答えた人（94 人）に、企業や公的機関などで働くにあたって心配なこと

（課題）を聞いたところ、「障害特性への理解・合理的配慮」の割合が 42.6%で最も高く、次い

で「職場での人間関係」が 39.4%となっている。 （図Ⅲ-5-7） 

 

    図Ⅲ-5-7 企業や公的機関などで働くにあたって心配なこと（課題）〔２つまでの複数回答〕 
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場
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（
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理
的
な
）
バ
リ
ア
フ
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ー

そ
の
他

無
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答

総数（94人）

企業
きぎょう

や公的機関
こうてききかん

などで働
はたら

くにあたって心配
しんぱい

なこと（課題
か だ い

）は「障害
しょうがい

特性
とくせい

への理解
り か い

・合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」が 42.6% 
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６ 経済基盤 

（１）収入の種類〔複数回答〕－愛の手帳の程度別 

      

 

令和４年中の収入の種類を聞いたところ、回答の割合が最も高かったのは「年金・恩給」で

64.2%となっている。また、「賃金・給料」が 35.1%、「手当」が 34.0%、「作業所等の工賃」が

26.5%となっている。 

愛の手帳別にみると、「年金・恩給」以外の収入では、１度及び２度は「手当」がそれぞれ

61.1%、47.0%となっており、３度は「作業所等の工賃」が 39.1%、４度は「賃金・給料」が 54.3%

となっている。（表Ⅲ-6-1） 

 

  表Ⅲ-6-1 収入の種類〔複数回答〕－愛の手帳の程度別 

 

注）平成 30 年度調査では「３つまで」の複数回答方式としていた。 

総
数

賃
金
・
給
料

事
業
所
得

内
職
収
入

家
賃
・
地
代

利
子
・
配
当

仕
送
り
・
小
遣
い

養
育
費
・
慰
謝
料

年
金
・
恩
給

生
活
保
護
費

手
当

雇
用
保
険

保
険
金
・
補
償
金

作
業
所
等
の
工
賃

そ
の
他
の
収
入

収
入
は
な
か

っ
た

無
回
答

100.0 35.1 1.0 0.7 0.5 1.2 5.0 0.7 64.2 4.9 34.0 1.6 1.0 26.5 2.4 5.7 3.1
(864)
100.0 - - - - - - - 80.6 - 61.1 - - 2.8 2.8 11.1 -

(36)
100.0 9.1 0.4 0.4 - 0.4 3.0 - 75.4 1.3 47.0 0.4 0.4 36.2 1.7 6.0 5.2
(232)
100.0 34.0 - - - 0.5 4.1 - 77.7 3.0 31.0 1.0 - 39.1 2.5 4.6 1.5
(197)
100.0 54.3 1.8 1.3 1.0 2.1 7.0 1.6 49.1 8.6 25.5 2.6 2.1 17.1 2.9 5.5 2.9
(385)
100.0 36.7 0.1 0.4 0.3 0.1 4.3 0.1 63.0 8.0 35.1 0.7 - 20.9 1.2 5.4 1.8
(760)

 平成30年度

 総数

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

収 入
しゅうにゅう

の種類
しゅるい

は「年金
ねんきん

・恩給
おんきゅう

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
たか  

64.2% 
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（２）年金・恩給の受給の有無－年齢階級別  

 令和４年中に年金・恩給を受給したか聞いたところ、「受給した」が 64.2%、「受給していな

い」が 32.6%となっている。 

年齢階級別にみると、20代以上の全ての階級で「受給した」の割合が６割を超えている（64.2%

～84.2%）。（図Ⅲ-6-1） 

 

図Ⅲ-6-1 年金・恩給の受給の有無－年齢階級別 

 

注）※収入について、年金・恩給を受給していないがその他の収入があった方と、収入が何もなかった方を 

合わせた割合を計上している。 
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71.9

65.3

64.2

84.2

92.1

32.6
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（52人）
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（283人）
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（199人）
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（167人）

50～59歳
（106人）

60歳以上
（57人）

（再掲）65歳以上
（38人）

無回答受給した 受給していない ※

年齢階級別
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（３）年金・恩給の収入額－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

                            

年金・恩給を受給している人（555 人）に令和４年中における年金・恩給の収入額を聞いた

ところ、「80～100 万円未満」の割合が 40.2%、「60～80 万円未満」の割合が 36.2%となってい

る。100 万円未満の割合は 91.4%と、平成 30 年度調査（85.2%）より 6.2 ポイント増加してい

る。  

愛の手帳の程度別にみると、１度及び２度では「80 万～100 万円未満」の割合が最も高く

なっている(82.8%、68.0%)。３度及び４度では「60 万～80万円未満」の割合が最も高くなっ

ている（58.2%、48.1%）。 （図Ⅲ-6-2） 

 

図Ⅲ-6-2 年金・恩給の収入額－年齢階級、愛の手帳の程度別 
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（４）年間収入額（生活保護費を除く）－年齢階級、愛の手帳の程度別 

   

 

対象者本人の令和４年中の収入額を聞いたところ、「100～150 万円未満」は 22.7%、「50～100

万円未満」の割合は 22.6%となっている。収入が 100 万円未満の割合は 42.0%で、平成 30年度

調査（46.5%）より 4.5 ポイント、平成 25 年度調査（48.8%）より 6.8 ポイント減少している。

（表Ⅲ-6-2） 

 

表Ⅲ-6-2 年間収入額（生活保護費を除く）－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

総
数

収
入
な
し

5
0
万
円
未
満

5
0
～

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
～

1
5
0
万
円
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満

1
5
0
～

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
～

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 6.7 12.7 22.6 22.7 11.1 8.9 2.8 1.7 - 0.3 10.4

(864)

100.0 42.3 34.6 7.7 3.8 1.9 - - - - - 9.6

(52)

100.0 5.7 14.1 24.0 19.4 15.9 13.4 2.1 1.4 - - 3.9

(283)

100.0 3.0 8.5 19.6 29.6 11.1 11.1 4.0 3.0 - - 10.1

(199)

100.0 6.6 13.8 21.0 20.4 8.4 7.8 2.4 3.0 - 1.2 15.6

(167)

100.0 2.8 8.5 31.1 25.5 7.5 2.8 3.8 - - - 17.9

(106)

100.0 0.0 5.3 28.1 33.3 10.5 1.8 3.5 - - 1.8 15.8

(57)

100.0 11.1 - 27.8 19.4 16.7 16.7 - - - - 8.3
(36)

100.0 9.1 9.9 22.4 25.0 11.2 8.2 1.3 0.9 - 0.4 11.6
(232)

100.0 6.6 15.7 33.0 22.8 7.6 4.6 0.5 1.5 - - 7.6
(197)

100.0 4.9 14.3 17.1 21.6 12.5 10.6 5.2 2.3 - 0.5 10.9
(385)

100.0 7.4 12.1 27.0 21.6 13.4 6.8 1.6 0.5 0.1 0.1 9.3

(760)

100.0 6.9 11.7 30.2 23.1 13.5 6.5 1.7 0.5 0.2 0.1 5.4

(810)

 平成30年度
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年
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別
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度
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み ま ん
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７ 社会参加等 

（１）平日の日中に主に過ごしたところ－年齢階級、愛の手帳の程度別 

       

    

  

平日の日中に主にどこで過ごしたか聞いたところ、「職場（福祉的就労の施設を除く）」の割

合は 22.8%、「通所施設」は 22.2%、「職場（福祉的就労の施設）」が 22.0%、「自分の家」が 21.1%

となっている。「通所施設」は、平成 25年度調査（14.7%）と比べると 7.5 ポイント増加してい

る。一方、「職場（福祉的就労の施設）」は平成 25 年度調査（29.6%）と比べると、7.6 ポイン

ト減少している。 

 愛の手帳の程度別にみると、１度及び２度では「通所施設」の割合がそれぞれ 61.1%、51.7%、

３度では「職場（福祉的就労の施設）」が 38.6%、４度では「職場（福祉的就労の施設を除く）」

が 40.3%となっている。（図Ⅲ-7-1） 

 

  図Ⅲ-7-1 平日の日中に過ごしたところ－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

注）※ 「通所施設（生活介護、デイケア、地域活動支援センター等を含む・福祉的就労の施設は除く）」である。 

（注）※は、通所施設（生活介護、デイケア、地域活動支援センター等を含む・福祉的就労の施設は除く）
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（２）現在利用している施設に満足しているか－性・年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

       

    

平日の日中、主に職場（福祉的就労の施設）又は通所施設（生活介護、デイケア、地域活動

支援センター等を含む・福祉的就労の施設は除く）で過ごしている人（382 人）に現在利用し

ている施設に満足しているか聞いたところ、「とても満足している」と答えた割合は 21.5%で、

「満足している」（31.7%）及び「だいたい満足している」（24.3%）と合わせた「満足している」

割合は 77.5%となっており、平成 30 年度調査（72.4%）と比べて 5.1 ポイント増加している。 

回答者別にみると、満足している（「とても満足している」、「満足している」、「だいたい満

足している」の合計）と答えた割合は、本人が回答した場合では 70.5%、本人以外が回答した

場合では 81.0%となっている。 （表Ⅲ-7-1） 

 

表Ⅲ-7-1 現在利用している施設に満足しているか 

－性・年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

 
 

総
数

と
て
も
満
足

し
て
い
る

満
足
し
て
い
る

だ
い
た
い
満
足

し
て
い
る

ふ
つ
う

や
や
不
満
で
あ
る

不
満
で
あ
る

と
て
も
不
満
で
あ
る

無
回
答

100.0 21.5 31.7 24.3 15.2 4.2 0.5 0.3 2.4

(382)

100.0 22.8 28.1 25.9 14.9 4.4 0.9 0.4 2.6

(228)

100.0 19.5 37.0 22.1 15.6 3.9 - - 1.9

(154)

100.0 25.0 37.5 12.5 25.0 - - - -

(16)

100.0 28.0 30.1 22.4 13.3 4.2 0.7 - 1.4

(143)

100.0 12.0 33.7 31.5 14.1 5.4 - - 3.3

(92)

100.0 20.5 28.8 28.8 15.1 4.1 - 1.4 1.4

(73)

100.0 22.5 37.5 5.0 20.0 5.0 2.5 - 7.5

(40)

100.0 16.7 27.8 38.9 16.7 - - - -

(18)

100.0 17.4 39.1 21.7 8.7 8.7 - - 4.3

(23)

100.0 22.0 30.5 28.7 15.2 3.7 - - 0.0

(164)

100.0 20.4 35.2 21.3 16.7 3.7 0.9 - 1.9

(108)

100.0 22.6 27.4 20.2 15.5 4.8 1.2 1.2 7.1

(84)

100.0 22.7 29.5 18.2 17.4 4.5 1.5 0.8 5.3
(132)

100.0 19.8 33.2 27.9 14.2 4.0 - - 0.8
(247)

100.0 26.6 29.7 16.1 17.3 4.0 1.5 0.9 3.7

(323)

 総数

性
別

 男

 女

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

回
答
者
別

 本人が回答

 本人以外が回答

 平成30年度

77.5

70.5

81.0

72.4

現在
げんざい

利用
り よ う

している施設
し せ つ

に「満足
まんぞく

している」割合
わりあい

は 77.5% 
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（３）趣味や社会活動への参加〔複数回答〕－年齢階級、愛の手帳の程度別 

       

 

  

この１年間に趣味や学習、スポーツ、社会活動などの活動をしたか聞いたところ、「活動を

した」が 64.6%、「活動をしなかった」が 29.7%となっている。「活動した」内容をみると、「旅

行やアウトドアなどのレジャー活動」が 30.0%、「コンサートや映画、スポーツなどの鑑賞、見

物」が 29.3%となっている。 

年齢階級別にみると、60 代以上では「活動しなかった」が 42.1%となっている。また、「活

動したいと思わない」が、全ての階級で１割を超えている（11.0%～22.8%）。 

愛の手帳の程度別にみると、１度は「活動したいと思うものはあるが、体調などの理由で参

加できない」が 25.0%となっている。 (表Ⅲ-7-2) 

 

表Ⅲ-7-2 趣味や社会活動への参加〔複数回答〕－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

コ
ン
サ
ー

ト
や
映
画

、
ス
ポ
ー

ツ

な
ど
の
鑑
賞

、
見
物

健
康
維
持
等
を
目
的
と
し
た
運
動

、

ス
ポ
ー

ツ
活
動

旅
行
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の

レ
ジ

ャ
ー

活
動

学
習
活
動

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
む

）

趣
味
の
習
い
事
や
サ
ー

ク
ル
活
動

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

障
害
者
団
体
で
の
活
動

そ
の
他

活
動
し
た
い
と
思
う
も
の
は
あ
る
が

、

体
調
な
ど
の
理
由
で
参
加
で
き
な
い

何
か
活
動
し
た
い
と
思
う
が

、
参
加

し
た
い
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い

活
動
し
た
い
と
思
わ
な
い

100.0 64.6 29.3 22.2 30.0 2.9 12.0 1.4 15.5 5.6 29.7 6.6 10.0 13.2 5.7
(864)

100.0 75.0 38.5 28.8 38.5 15.4 15.4 1.9 15.4 5.8 23.1 3.8 5.8 13.5 1.9
(52)

100.0 70.0 36.7 25.1 39.2 3.2 15.5 0.7 13.8 3.9 27.9 6.4 10.6 11.0 2.1
(283)

100.0 66.3 26.6 23.6 29.6 2.5 13.6 1.5 16.6 4.5 29.6 5.0 11.1 13.6 4.0
(199)

100.0 61.7 25.1 19.2 25.1 1.2 7.8 3.0 19.8 7.2 26.9 5.4 10.2 11.4 11.4
(167)

100.0 53.8 21.7 18.9 13.2 0.9 7.5 0.9 13.2 9.4 35.8 10.4 9.4 16.0 10.4
(106)

100.0 50.9 19.3 12.3 22.8 - 7.0 - 12.3 5.3 42.1 12.3 7.0 22.8 7.0
(57)

100.0 41.7 13.9 11.1 11.1 - - - 11.1 5.6 52.8 25.0 13.9 13.9 5.6

(36)

100.0 63.4 17.7 25.0 34.5 1.7 11.2 0.4 20.7 6.9 30.6 8.2 8.6 13.8 6.0

(232)

100.0 67.0 27.9 24.4 25.4 2.5 15.7 1.0 17.8 5.6 28.4 4.1 13.2 11.2 4.6

(197)

100.0 67.3 39.2 21.0 31.7 4.2 12.2 2.3 11.7 4.9 27.3 5.2 8.6 13.5 5.5

(385)

活
動
し
た

活
動
し
な
か

っ
た

無
回
答

総
数

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

趣味
し ゅ み

や学習
がくしゅう

、スポーツ、社会
しゃかい

活動
かつどう

などの「活動
かつどう

をした」が 64.6%、「活動
かつどう

をしなかった」

が 29.7% 
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（４）社会参加が難しいと感じる理由〔３つまでの複数回答〕 

－愛の手帳の程度、平日の日中主に過ごしたところ、回答者別 

    

  

社会参加が難しいと感じる理由があるか聞いたところ、「まわりの人の障害者に対する理解

不足」が 18.1%で最も高く、次いで「一緒に行く仲間がいない」が 17.9%となっている。一方、

「特にない」が 35.9% となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、１度では「電車やバスなどを使っての移動が不便」が 36.1%、

２度では「介助者がいない」が 34.9%となっている。３度及び４度では「一緒に行く仲間がい

ない」がそれぞれ 24.4%、21.6%となっている。（表Ⅲ-7-3） 

 

    表Ⅲ-7-3 社会参加が難しいと感じる理由〔３つまでの複数回答〕 

－愛の手帳の程度、平日の日中主に過ごしたところ、回答者別 

 

注）※ 平成 30 年度調査では「道路や駅などの表示が分からない」としていた。 

総
数

道
路
や
駅
な
ど
の
利
用
が
不
便

※ 電
車
や
バ
ス
な
ど
を

使

っ
て
の
移
動
が
不
便

介
助
者
が
い
な
い

情
報
が
な
い

ま
わ
り
の
人
の
障
害
者
に

対
す
る
理
解
不
足

障
害
を
理
由
に
施
設
等
の

利
用
を
拒
否
さ
れ
る

適
切
な
指
導
者
が
い
な
い

一
緒
に
行
く
仲
間
が
い
な
い

ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
持

っ
て
い
る

が

、
配
慮
が
さ
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

100.0 8.9 16.7 17.6 9.1 18.1 0.8 10.0 17.9 3.5 6.1 35.9 7.3

(864)

100.0 19.4 36.1 27.8 5.6 5.6 2.8 5.6 8.3 - 11.1 25.0 19.4

(36)

100.0 13.8 25.4 34.9 6.0 27.2 1.7 10.8 8.6 2.6 9.9 21.1 6.9

(232)

100.0 10.2 18.3 19.3 11.2 16.8 0.5 15.2 24.4 4.6 4.1 30.5 7.1

(197)

100.0 4.4 9.1 5.7 10.4 14.8 0.3 7.5 21.6 3.9 4.2 48.3 6.0

(385)

100.0 10.4 13.7 11.5 9.9 21.4 0.5 11.5 17.0 5.5 7.7 35.2 6.6

(182)

100.0 2.0 7.6 6.1 12.2 13.2 0.5 8.1 26.9 3.6 2.5 51.3 3.0

(197)

100.0 5.3 20.0 21.1 12.6 13.7 1.1 12.1 24.2 3.2 4.7 33.7 4.7

(190)

100.0 - - 10.0 - 10.0 - 10.0 - - - 70.0 -

(10)

100.0 17.7 27.1 34.4 4.7 29.2 1.6 8.9 10.4 3.1 10.4 24.5 3.6
(192)

100.0 13.8 22.4 15.5 6.9 10.3 - 10.3 5.2 - 8.6 29.3 15.5

(58)

100.0 - - 10.0 - 10.0 - 20.0 20.0 - - 70.0 10.0

(10)

100.0 6.4 13.2 7.3 10.2 14.5 0.5 9.1 22.3 5.0 3.6 46.4 5.9

(440)

100.0 11.8 20.6 28.3 7.7 22.1 1.2 11.0 13.4 1.9 8.6 24.7 8.6

(417)

100.0 13.2 14.9 13.9 5.9 20.3 1.8 8.0 15.4 4.1 9.9 38.2 3.8

(760)

回
答
者
別

 本人が回答

 本人以外が回答

その他

 平成30年度

平
日
の
日
中

主
に
過
ご
し
た
と
こ
ろ
別

 自分の家

 職場（福祉的就労の施設を除く）

 職場（福祉的就労の施設）

 学校

 通所施設（生活介護、デイケア、
 地域活動支援センター等を含む
 ・福祉的就労の施設は除く）

 入所施設

 総数

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

社会
しゃかい

参加
さ ん か

が難
むずか

しいと感
かん

じる理由
り ゆ う

は「まわりの人
ひと

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する理解
り か い

不足
ぶ そ く

」が 18.1%  
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（５）障害のためにあきらめたり、自分の思うようにできなかったこと〔複数回答〕  

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

 

 

  

 障害のためにあきらめたり、自分の思うようにできなかったことがあるか聞いたところ、「人

付き合い」が 31.4%で最も高く、次いで「旅行や遠距離の外出」が 29.5%、「就職」が 29.1%と

なっている。一方「特にない」が 27.7%となっている。「就職」は平成 30年度調査(33.4%)と比

べて 4.3 ポイント減少している。 

 愛の手帳の程度別にみると、１度では「旅行や遠距離の外出」が 47.2%となっている。  

 (表Ⅲ-7-4)  

 

表Ⅲ-7-4 障害のためにあきらめたり、自分の思うようにできなかったこと〔複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

 
注１）※１ 平成 30 年度調査では「異性との付き合い」としていた。 

２）※２ 平成 30 年度調査では「旅行や遠くへの外出」としていた。 

３）※３ 平成 30 年度調査では選択肢として設けていなかった。 

総
数

進
学

就
職

恋
愛
　
※
１

結
婚

出
産
・
育
児

人
付
き
合
い

近
く
へ
の
外
出

旅
行
や
遠
距
離
の

外
出
　
※
2

フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
の
お

し

ゃ
れ

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動

好
き
な
食
事
や
嗜
好
品

（
お
酒

、
た
ば
こ

、
コ
ー

ヒ
ー

な
ど

）
※
３

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

100.0 23.0 29.1 26.7 26.5 13.3 31.4 16.6 29.5 11.7 16.2 9.8 4.9 27.7 5.1

(864)

100.0 30.8 36.5 19.2 11.5 7.7 44.2 13.5 28.8 15.4 19.2 3.8 3.8 25.0 -

(52)

100.0 26.5 31.1 26.1 23.0 15.9 37.1 21.2 35.7 14.8 19.8 10.6 5.3 28.6 1.1

(283)

100.0 18.6 27.1 32.2 31.2 14.6 34.7 17.6 32.2 11.1 19.6 11.1 5.0 26.6 5.0

(199)

100.0 19.2 26.9 26.9 27.5 9.6 18.6 12.0 20.4 7.8 9.6 6.6 4.8 28.7 10.2

(167)

100.0 23.6 27.4 25.5 30.2 13.2 30.2 14.2 25.5 11.3 12.3 12.3 3.8 23.6 10.4

(106)

100.0 24.6 28.1 19.3 31.6 12.3 19.3 10.5 24.6 7.0 10.5 12.3 5.3 33.3 5.3

(57)

100.0 30.6 33.3 36.1 36.1 27.8 33.3 38.9 47.2 33.3 38.9 36.1 19.4 22.2 11.1

(36)

100.0 27.6 32.8 27.2 26.7 18.5 31.5 31.0 39.2 15.9 23.7 12.5 9.5 20.7 6.5

(232)

100.0 20.3 26.9 20.3 23.4 11.2 26.9 12.7 27.9 9.6 14.7 7.6 2.0 30.5 4.1

(197)

100.0 21.3 28.1 29.1 27.0 9.9 34.0 8.1 23.6 8.3 10.4 7.0 1.3 30.9 3.6

(385)

100.0 20.5 26.4 26.1 25.2 8.4 30.9 6.6 20.2 7.0 10.7 7.7 0.9 33.9 3.6

(440)

100.0 25.9 32.4 27.6 27.6 18.5 32.4 27.1 39.6 16.5 22.3 12.2 8.9 20.9 6.7

(417)

100.0 25.5 33.4 28.4 29.6 16.7 25.4 14.6 25.5 11.8 17.5 - 3.4 33.2 4.2

(760)

回
答
者
別

 本人が回答

 本人以外が回答

 平成30 年度

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

障害
しょうがい

のためにあきらめたり、自分
じ ぶ ん

の思
おも

うようにできなかったことは、「人
ひと

付
づ

き合
あ

い」が 31.4%、

「旅行
りょこう

や遠距離
えんきょり

の外出
がいしゅつ

」が 29.5%、「就 職
しゅうしょく

」が 29.1% 
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８ 情報の入手やコミュニケーションの手段 

（１）情報の入手やコミュニケーションの手段〔複数回答〕-年齢階級、回答者別 

       

 

  

   情報の入手やコミュニケーションの手段について聞いたところ、「身近な人（家族、友人、支

援者など）」が 65.9%、「テレビ・ラジオ」が 62.6%となっている。  

 回答者別にみると、本人が回答した場合は「テレビ・ラジオ」が 75.9%と最も多く、次いで

「身近な人（家族、友人、支援者など）」が 61.6%、「インターネット（ホームページ、SNS な

ど）」が 49.8%となっている。 

本人以外が回答した場合では、「身近な人（家族、友人、支援者など」の割合が 70.3%で最も

多く、次いで「テレビ・ラジオ」が 48.7% となっている。（表Ⅲ-8-1） 

 

  表Ⅲ-8-1 情報の入手やコミュニケーションの手段〔複数回答〕－年齢階級、回答者別 

 

 

 

 

総
数

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

新
聞
・
雑
誌
・
本

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

（
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
・
S
N
S
な
ど

）

電
話

（
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン
な
ど

）

身
近
な
人

（
家
族

、
友
人

、

支
援
者
な
ど

）

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

100.0 62.6 20.9 34.3 25.6 65.9 1.7 6.1 2.3

(864)

100.0 51.9 17.3 55.8 32.7 73.1 1.9 7.7 - 

(52)

100.0 59.7 15.9 52.3 30.4 69.6 1.4 5.7 - 

(283)

100.0 59.8 21.6 36.2 29.6 65.3 2.0 7.0 2.5

(199)

100.0 64.1 26.3 19.2 21.6 64.7 2.4 6.0 4.2

(167)

100.0 73.6 25.5 13.2 17.0 58.5 1.9 5.7 4.7

(106)

100.0 71.9 22.8 1.8 8.8 59.6 - 5.3 5.3

(57)

100.0 75.9 28.6 49.8 36.4 61.6 0.9 1.8 1.4

(440)

100.0 48.7 12.7 18.2 14.6 70.3 2.6 10.6 3.4
(417)

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 60歳以上

回
答
者
別  本人以外が回答

 総数

 本人が回答

 40～49歳

 50～59歳

情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

やコミュニケーションの手段
しゅだん

は、「身近
み ぢ か

な人
ひと

（家族
か ぞ く

、友人
ゆうじん

、支援者
しえんしゃ

など）」が 65.9%、

「テレビ・ラジオ」が 62.6% 
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（２）情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ること〔２つまでの複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

       

 

  

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることがあるか聞いたところ、「困るこ

とがある」の割合が 56.8%となっている。 

困ることの内容では、「まわりの人の言っていることがよくわからなかったり、自分の言いた

いことが、うまく伝わらない」 が 41.7%、「初めて行くところでは、どのように行けばよいか

迷う」が 26.5%となっている。 

年齢階級別にみると、50 代及び 60 歳以上では「インターネットの使い方がよくわからない

（パソコン、スマートフォン）」が１割を超えている（12.3%、10.5%）。 

愛の手帳別にみると「情報を入手したり、コミュニケーションをとることができない」につ

いて、１度は 55.6%、２度は 44.8%となっている。 （表Ⅲ-8-2） 

 

表Ⅲ-8-2 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ること〔２つまでの複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

 

 

 

公
共
施
設
や
交
通
機
関
の

案
内
等
が
わ
か
り
に
く
い

初
め
て
行
く
と
こ
ろ
で
は

、

ど
の
よ
う
に
行
け
ば
よ
い
か

迷
う

ま
わ
り
の
人
の
言

っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ

た
り

、
自
分
の
言
い
た
い
こ

と
が

、
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
の
使
い
方

が
よ
く
わ
か
ら
な
い

（
パ
ソ

コ
ン

、
ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

）

メ
ー

ル
の
使
い
方
が

よ
く
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

100.0 56.8 5.7 26.5 41.7 6.3 3.0 2.2 19.8 17.2 6.1

(864)

100.0 61.5 5.8 36.5 46.2 3.8 0.0 0.0 21.2 17.3 -
(52)

100.0 58.3 5.7 31.1 48.1 3.9 1.8 2.5 22.3 16.3 3.2

(283)

100.0 59.8 7.0 25.1 44.7 3.5 1.5 2.5 22.1 13.1 5.0

(199)

100.0 53.3 4.2 19.8 38.3 9.0 3.0 2.4 13.8 21.0 12.0

(167)

100.0 58.5 5.7 25.5 34.0 12.3 11.3 0.9 16.0 16.0 9.4

(106)

100.0 42.1 5.3 21.1 19.3 10.5 1.8 3.5 22.8 28.1 7.0

(57)

100.0 27.8 2.8 5.6 16.7 - - 5.6 55.6 5.6 11.1
(36)

100.0 42.2 3.4 10.8 36.2 3.0 0.9 4.7 44.8 6.9 6.0
(232)

100.0 66.5 6.6 28.4 52.8 6.6 5.6 1.5 16.2 12.2 5.1
(197)

100.0 63.6 6.8 37.7 41.8 8.6 3.4 0.5 3.6 27.0 5.7
(385)

100.0 61.4 6.8 33.0 41.4 9.1 4.3 0.7 5.5 26.8 6.4
(440)

100.0 52.0 4.6 19.7 42.0 3.1 1.4 3.8 35.3 6.7 6.0
(417)

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

無
回
答

回
答
者
別

 本人が回答

 本人以外が回答

総
数

困
る
こ
と
が
あ
る

情
報
を
入
手
し
た
り

、
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い

特
に
困
ら
な
い

情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

したり、コミュニケーションをとる上
うえ

で困
こま

ることは「まわりの人
ひと

の言
い

っている

ことがよくわからなかったり、自分
じ ぶ ん

の言
い

いたいことが、うまく伝
つた

わらない」が 41.7% 
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（３）自分の思いや考えを伝える場合に困ること〔複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

       

  

  

障害があるため、自分の思いや考えを伝える場合に困ることがあるか聞いたところ、「会話が

うまくできない」が 57.9%で最も高くなっており、次いで「文字や文章を書くことが難しい」

が 45.8%となっている。  

 愛の手帳の程度別にみると、１度では「家族や支援者などに、表情やサインなどから自分の

意思を読み取ってもらうことが必要」が最も多く 66.7%となっており、２度及び３度では「会

話がうまくできない」が最も多くなっている（75.0%、65.0%）。４度では「困ることはない」が

28.6%となっている。（表Ⅲ-8-3） 

 

表Ⅲ-8-3 自分の思いや考えを伝える場合に困ること〔複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

 

総
数

会
話
が
う
ま
く
で
き
な
い

文
字
や
文
章
を
書
く
こ
と

が
難
し
い

家
族
や
支
援
者
な
ど
に

、

表
情
や
サ
イ
ン
な
ど
か
ら

自
分
の
意
思
を
読
み
取

っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

そ
の
他

困
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

100.0 57.9 45.8 38.3 5.3 16.4 3.4
(864)

100.0 59.6 53.8 42.3 3.8 15.4 1.9
(52)

100.0 62.2 47.3 39.6 6.7 14.8 0.7
(283)

100.0 60.8 47.2 41.7 5.5 14.6 3.5
(199)

100.0 57.5 42.5 37.7 5.4 16.8 4.8
(167)

100.0 50.9 41.5 35.8 1.9 17.0 8.5
(106)

100.0 38.6 43.9 22.8 5.3 29.8 3.5
(57)

100.0 33.3 25.0 66.7 11.1 11.1 2.8
(36)

100.0 75.0 65.1 70.7 4.3 1.3 3.4
(232)

100.0 65.0 48.7 40.1 6.6 11.2 2.5
(197)

100.0 47.3 35.6 15.8 4.7 28.6 3.1
(385)

100.0 49.8 37.3 19.8 4.1 27.7 3.2
(440)

100.0 66.4 54.7 57.8 6.5 4.6 3.6
(417)

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

回
答
者
別

 本人が回答

 本人以外が回答

障害
しょうがい

があるため、自分
じ ぶ ん

の思
おも

いや考
かんが

えを伝
つた

える場合
ば あ い

に困
こま

ることは「会話
か い わ

がうまくできない」

が最
もっと

も高
たか

く 57.9% 
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９ 障害者総合支援法による障害福祉サービス等 

（１）障害者総合支援法で利用したサービス（過去１年間）〔複数回答〕 

 

 

 

  

自宅で生活している人（791 人）に過去１年間に障害者総合支援法による障害福祉サービス

等を利用したか聞いたところ、「利用している」が 62.8%、「障害福祉サービスの制度は知って

いるが、利用していない」が 14.5%、「障害福祉サービスの制度を利用できることを知らなか

った」が 6.3%となっている。 

利用したサービスは、「自立訓練（機能訓練､生活訓練）､就労移行支援、就労継続支援（Ａ

型・Ｂ型）、就労定着支援」が 28.2%、「相談支援事業（計画相談、地域移行支援、地域定着支

援）」が 23.6%となっている。 （図Ⅲ-9-1） 

 

図Ⅲ-9-1 障害者総合支援法で利用したサービス（過去 1年間）〔複数回答〕 

 

注）※ 平成 30 年度調査では「利用していない」としていた。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

(1) 
(4)
(10)
(7)
(3)
(5)
(2)
(6)
(9)
(8)
(11)
(12)

利用して
いる

51.9利用して
いない

41.8

無回答 6.2

100%
(693人)

参考 平成30年度

利用して
いる

62.8

障害福祉サービ
スの制度は知っ

ているが、利用

していない※
14.5

障害福祉
サービスの

制度を利用

できることを
知らなかっ

た ※ 6.3

無回答
16.3

100%
(791人)

28.2 

23.6 

17.6 

15.8 

15.5 

15.2 

11.0 

3.5 

1.6 

0.1 

0.9 

0% 10% 20% 30%

自立訓練（機能訓練、生活訓練）、就労移行支援、就労継続

支援（A型・B型）、就労定着支援

相談支援事業（計画相談、地域移行支援、地域定着支援）

生活介護

移動支援事業

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）、自立生活援助

居宅介護（ホームヘルプ）等

（重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援を含む）

補装具費支給

日常生活用具給付等事業

意思疎通支援事業（手話通訳、要約筆記者の派遣等）

その他

総数（497人）

「利用している」と回答した人の内訳

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを「利用
り よ う

している」は 62.8%で、利用
り よ う

した

内容
ないよう

では「自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

）、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
がた

・Ｂ

型
がた

）、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」が 28.2% 
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（２）障害者総合支援法で利用したサービス（過去１年間）〔複数回答〕 

－愛の手帳の程度、愛の手帳以外の手帳所持の有無〔複数回答〕別 

 自宅で生活している人(791 人)の利用した障害福祉サービス（過去１年間）を愛の手帳の程

度別にみると、１度では「利用している」が 92.6%となっている。利用したサービスは、「居宅

介護（ホームヘルプ）等（重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援を含む）」

が 59.3%と最も多く、次いで「生活介護」が 55.6%となっている。 

 愛の手帳以外の手帳所持の有無別にみると、身体障害者手帳を持っている人は、「利用してい

る」が 77.9%となっており、利用したサービス内容については、生活介護を利用している割合

が最も多く 35.6%となっている。 

精神障害者保健福祉手帳を持っている人は、「利用している」割合が 52.9%となっており、利

用したサービスは、「自立訓練（機能訓練、生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・

Ｂ型）、就労定着支援」が最も多く、30.0%となっている。（表Ⅲ-9-1） 

   

表Ⅲ-9-1 障害者総合支援法で利用したサービス（過去 1年間）〔複数回答〕 

－愛の手帳の程度、愛の手帳以外の手帳所持の有無〔複数回答〕別 

 

居
宅
介

護

（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ

）
等

（
重
度

訪
問
介
護

、
同
行
援

護

、

行
動
援

護

、
重
度
障
害
者
等

包
括
支

援
を
含

む

）

短
期
入

所

（
シ

ョ
ー

ト
ス
テ

イ

）

生
活
介

護

自
立
訓

練

（
機
能
訓
練

、
生

活
訓

練

）
、
就
労
移
行
支
援

、
就

労
継
続

支
援

（
Ａ
型
・
Ｂ
型

）
、
就

労
定
着

支
援

共
同
生

活
援
助

（
グ
ル
ー

プ

ホ
ー

ム

）
、
自
立
生
活
援
助

補
装
具

費
支
給

移
動
支

援
事
業

意
思
疎

通
支
援
事
業

（
手
話

通
訳

、

要
約
筆

記
者
の
派
遣
等

）

日
常
生

活
用
具
給
付
等
事
業

相
談
支

援
事
業

（
計
画
相
談

、
地
域

移
行
支

援

、
地
域
定
着
支
援

）

そ
の
他

100.0 62.8 11.0 15.5 17.6 28.2 15.2 3.5 15.8 0.1 1.6 23.6 0.9 14.5 6.3 16.3

(791)

100.0 92.6 59.3 51.9 55.6 11.1 7.4 22.2 40.7 3.7 22.2 51.9 - 3.7 - 3.7

(27)

100.0 85.2 20.9 30.6 46.9 21.4 13.8 7.1 28.1 - 2.6 38.3 1.0 8.7 1.5 4.6

(196)

100.0 69.0 8.2 14.7 11.4 38.6 19.0 1.6 18.5 - 1.1 24.5 0.5 14.1 4.9 12.0

(184)

100.0 46.3 3.5 5.1 2.4 28.1 15.0 1.3 6.1 - 0.0 14.2 1.1 18.4 9.9 25.4

(374)

100.0 77.9 26.8 22.1 35.6 22.8 18.8 16.1 25.5 0.7 8.7 32.9 - 6.7 2.7 12.8

(149)

100.0 - - - - - - - - - - - - - - -

(0)

100.0 59.9 7.9 13.8 13.5 29.8 15.1 0.7 14.4 - - 22.1 1.2 17.0 7.5 15.6

(571)

100.0 52.9 8.6 8.6 11.4 30.0 20.0 - 4.3 - - 22.9 - 17.1 7.1 22.9

(70)

100.0 42.9 - - - 42.9 - - - - - - - - 42.9 14.3

(7)

100.0 62.1 10.1 15.1 16.8 28.0 15.1 2.9 16.9 - 1.1 23.3 1.1 15.6 6.4 16.0

(614)

精
神
障

害
者

保
健
福

祉
手
帳

身
体
障

害
者

手
帳

持っていない

愛
の
手

帳
以
外
の
手
帳
取
得

の

有
無

〔
複
数
回
答

〕
別

持っていない

　持っている

 申請中

総
数

利
用
し

て
い
る

障
害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
の
制
度

を
利
用

で
き
る

こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

 総数

障
害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
の
制
度

は
知

っ
て

い
る
が

、
利
用
し
て
い
な
い

　持っている

 申請中

愛
の
手

帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度
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（３）障害者総合支援法で利用したサービス（過去 1年間）［複数回答］―障害支援区分別 

自宅で生活している人(791 人)の利用したサービス（過去１年間）を障害支援区分別にみると、

区分４、区分５及び区分６では、サービスを「利用している」と回答した人は９割を超えている

（94.8%～96.3%）。利用したサービス内容では、区分５及び区分６では「生活介護」が６割を超

えている（62.1%、69.1%）。 

障害支援区分を申請していない人では、「障害福祉サービスの制度は知っているが、利用して

いない」割合が 55.4%、「障害福祉サービスの制度を利用できることを知らなかった」が 28.1%と

なっている。 

 

表Ⅲ-9-2 障害者総合支援法で利用したサービス（過去１年間）〔複数回答〕－障害支援区分別 

 

 

 

 

 

 

 

居
宅
介
護

（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ

）
等

（
重
度

訪
問
介
護

、
同
行
援
護

、

行
動
援
護

、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
を

含
む

）

短
期
入
所

（
シ

ョ
ー

ト
ス
テ
イ

）

生
活
介
護

自
立
訓
練

（
機
能
訓
練

、
生
活
訓
練

）
、

就
労
移
行
支
援

、
就
労
継
続
支
援

（
Ａ

型
・
Ｂ
型

）
、
就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

）
、

自
立
生
活
援
助

補
装
具
費
支
給

移
動
支
援
事
業

意
思
疎
通
支
援
事
業

（
手
話
通
訳

、
要
約

筆
記
者
の
派
遣
等

）

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

相
談
支
援
事
業

（
計
画
相
談

、
地
域
移
行

支
援

、
地
域
定
着
支
援

）

そ
の
他

100.0 62.8 11.0 15.5 17.6 28.2 15.2 3.5 15.8 0.1 1.6 23.6 0.9 14.5 6.3 16.3

(791)

100.0 100.0 40.0 40.0 20.0 20.0 20.0 - 60.0 - - 60.0 - - - - 

(5)

100.0 81.8 13.6 18.2 2.3 45.5 25.0 - 18.2 - - 20.5 - 11.4 - 6.8

(44)

100.0 87.0 14.8 31.5 14.8 46.3 27.8 1.9 24.1 - - 35.2 - 9.3 - 3.7

(54)

100.0 95.9 16.2 24.3 28.4 41.9 25.7 4.1 31.1 - - 56.8 1.4 2.7 - 1.4

(74)

100.0 94.8 13.8 44.8 62.1 20.7 17.2 8.6 34.5 - - 48.3 - 1.7 - 3.4

(58)

100.0 96.3 48.1 38.3 69.1 6.2 22.2 18.5 42.0 - 13.6 54.3 2.5 3.7 - - 

(81)

100.0 11.6 0.8 - 0.8 5.8 2.5 0.8 0.8 - 0.8 5.0 0.8 55.4 28.1 5.0

(121)

100.0 96.8 1.1 1.1 1.1 71.6 28.4 - 12.6 - - 18.9 - 1.1 1.1 1.1

(95)

100.0 61.0 4.9 8.1 8.9 35.0 9.8 0.8 8.1 0.8 - 10.6 2.4 18.7 9.8 10.6

(123)

申請していない

申請したが非該当

分からない

総数

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

総
数

利
用
し
て
い
る

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
制
度
は
知

っ
て
い
る

が

、
利
用
し
て
い
な
い

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
制
度
を
利
用

で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た

無
回
答
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（４）居宅介護等のサービスの種類〔複数回答〕 

   

 

居宅介護（ホームヘルプ）等（重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援

を含む）を利用した人（87 人）に、利用したサービスの種類を聞いたところ、「身体介護」が

52.9%で最も高く、次いで「家事援助」が 27.6%、「行動援護」が 26.4%となっている。 

（図Ⅲ-9-2） 

 

    図Ⅲ-9-2 居宅介護等のサービスの種類〔複数回答〕 

 

（５）サービス支給量は十分か（居宅介護等、短期入所）  

   

  

居宅介護（ホームヘルプ）等（重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等支援を含む）

及び短期入所（ショートステイ）利用していた人（183 人）にサービの支給量は十分か聞いたと

ころ、「十分である」の割合が 29.5%、「どちらともいえない（十分だと思うことも、足りないと

思うこともある）」が 32.2%、「足りない」が 13.7%となっている。 

  （図Ⅲ-9-3） 

 

図Ⅲ-9-3 サービス支給量は十分か（居宅介護等、短期入所） 
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（６）障害者総合支援法における障害福祉サービスの費用負担 

     

 

  過去１年間に障害者総合支援法のサービスを利用した人（497 人）に令和５年９月の費用負

担額（食費等実費負担は除く）を聞いたところ、「０円」が 44.7%で最も高くなっている。一方

で、「費用負担がある人（１円～37,200 円）」の割合は 19.0%となっている。 （図Ⅲ-9-4） 

 

   図Ⅲ-9-4 障害者総合支援法における障害福祉サービスの費用負担 

 

 

（７）障害者総合支援法における障害支援区分 

    

 

 自宅で生活している人（福祉ホーム、グループホームを含む）（791 人）に障害支援区分を聞

いたところ、「区分６」の割合が 10.2%となっている。一方で、「申請していない」が 15.3%、「申

請したが非該当」が 12.0%、「わからない」が 15.5%となっている。  

（図Ⅲ-9-5） 

 

  図Ⅲ-9-5 障害者総合支援法における障害支援区分 
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（８）日常生活自立支援事業の利用意向 

－愛の手帳の程度、現在一緒に生活している人〔複数回答〕、回答者別 

    

  

日常生活自立支援事業を利用するつもりがあるか聞いたところ、「わからない」の割合が

39.6%で、「制度を知らない」(16.7%)と合わせると５割を超えている（56.3%）。一方で、「今後

利用したい」の割合は 17.2%となっている。 

愛の手帳の程度別にみると、「今後利用したい」の割合は２度及び３度でそれぞれ 23.3%、

21.3%となっている。（図Ⅲ-9-6） 

 

図Ⅲ-9-6 日常生活自立支援事業の利用意向 

－愛の手帳の程度、現在一緒に生活している人〔複数回答〕、回答者別 

 

注）「現在一緒に生活している人」〔複数回答〕別は在宅者を対象とした設問のため、総数は 791 人である。 
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（９）成年後見制度の利用意向 

－愛の手帳の程度、現在一緒に生活している人〔複数回答〕、回答者別 

       

 

 成年後見制度を利用するつもりがあるか聞いたところ、「わからない」の割合が 46.2%で、「制

度を知らない」（7.6%）と合わせると５割を超えている（53.8%）。一方で「今後利用したい」は

22.1%となっている。 

 愛の手帳の程度別にみると、「今後利用したい」の割合は、４度以外の各区分で２割を超えて

いる（27.8%～28.9%）。  

 回答者別にみると、「今後利用したい」の割合は、本人が回答した場合では 15.5%、本人以外

が回答した場合では 29.0%となっている。 （図Ⅲ-9-7） 

    

図Ⅲ-9-7 成年後見制度の利用意向 

－愛の手帳の程度、現在一緒に生活している人〔複数回答〕、回答者別 

 

注）「現在一緒に生活している人」〔複数回答〕別は在宅者を対象とした設問のため、総数は 791 人である。 
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（10）介護保険制度の利用の有無－年齢階級別 

 

  

 40 歳以上の人（330 人）に介護保険制度の利用状況を聞いたところ、「利用している」の割合

が 5.2%、「介護認定を受けているが、利用していない」が 3.9%、「利用していない」が 67.9%と

なっている。 

 年齢階級別にみると、「利用している」の割合は、70 歳以上が 32.1%となっている。  

（図Ⅲ-9-8） 

 

      図Ⅲ-9-8 介護保険制度の利用の有無－年齢階級別 
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10  施設入所（施設入所者対象） 

（１）入所している施設の種類 

         

    

  調査基準日現在、施設に入所している人（72人）に入所している施設の種類を聞いたところ、

「障害者支援施設」の割合が最も高く 76.4%となっている。 （図Ⅲ-10-1） 

 

    図Ⅲ-10-1 入所している施設の種類 

 

（２）入所を決めた人とその理由  

       

    

 入所を決めた人は誰か聞いたところ、「自分が決めた」割合は 6.9%となっている。「自分以外

の人が決めた」割合は 87.5%となっており、そのうち、「親が決めた」割合は 76.4%となってい

る。 (図Ⅲ-10-2) 

 

図Ⅲ-10-2 入所を決めた人とその理由 
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（３）入所年数－年齢階級別 

       

    

 今の施設に入ってからの年数を聞いたところ、「20 年以上」の割合が 27.8%、「１～５年未満」

が 19.4%となっている。 

年齢階級別にみると、39歳以下では「１～５年未満」の割合が 33.3%となっている。60 歳以

上では、「20 年以上」の割合が 50.0%となっている。 (図Ⅲ-10-3) 

     

図Ⅲ-10-3 入所年数－年齢階級別   

 

（４）入所施設数 

    

     

今までに入った施設数（今の施設も含む）を聞いたところ、「１か所」の割合が 56.9%、「２

～３か所」が 29.2%となっている。 (図Ⅲ-10-4) 

 

    図Ⅲ-10-4 入所施設数 
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（５）施設での生活に満足しているか 

       

     

今の施設での生活に満足しているか聞いたところ、「とても満足している」と答えた割合は

16.7%で、「満足している」（22.2%）及び「だいたい満足している」（26.4%）と合わせた割合は

65.3%となっている。 

一方で、「やや不満である」（4.2%）、「不満である」（1.4%）及び「とても不満である」（2.8%）

を合わせた「不満である」割合は 8.3%となっている。 (図Ⅲ-10-5) 

 

    図Ⅲ-10-5 施設での生活に満足しているか 
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11 その他の福祉サービス等 

（１）将来暮らしたいところ－年齢階級、回答者、現在の生活の場別 

 

       

   将来どこで暮らしたいか聞いたところ、「家族と一緒に暮らしたい」の割合が 41.0％で最も

高く、次いで「グループホームでずっと暮らしたい」が 16.2%となっている。 

年齢階級別にみると、60歳以上では「一人暮らしをしたい（またはパートナーと暮らしたい）」

及び「グループホームで支援を受けた後、一人暮らしをしたい（またはパートナーと暮らした

い）」を合わせた割合が約２割になっている（19.3%）。 

回答者別にみると、本人が回答した場合では 「一人暮らしをしたい（またはパートナーと

暮らしたい）」及び「グループホームで支援を受けた後、一人暮らしをしたい（またはパートナ

ーと暮らしたい）」を合わせた割合は約２割（20.7%）となっている。 

現在の生活の場別にみると、現在施設に入所している人では「入所施設で暮らしたい」の割

合が５割を超えている（51.4%）。 （表Ⅲ-11-1） 

 

  表Ⅲ-11-1 将来暮らしたいところ－年齢階級、回答者、現在の生活の場別 
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（２）将来暮らしたいところ－愛の手帳の程度、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 

 将来暮らしたいところを愛の手帳の程度別にみると、「家族と一緒に暮らしたい」以外では、

１度は「入所施設で暮らしたい」の割合が 25.0%となっている。２度及び３度では「グループ

ホームでずっと暮らしたい」が、それぞれ 20.7%、19.8%となっている。４度は「一人暮らしを

したい（またはパートナーと暮らしたい）」が 20.0%となっている。 

現在一緒に生活している人別にみると、一人で暮らしている人では「一人暮らしをしたい（ま

たはパートナーと暮らしたい）」の割合が 51.8%となっている。（表Ⅲ-11-2） 

 

表Ⅲ-11-2 将来暮らしたいところ 

－愛の手帳の程度、現在一緒に生活している人〔複数回答〕別 
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ナ
ー

と

暮
ら
し
た
い

）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

100.0 9.5 41.0 16.2 2.5 9.8 0.6 15.2 5.2
(864)

100.0 25.0 44.4 11.1 - - - 13.9 5.6
(36)

100.0 19.4 39.7 20.7 0.4 0.4 0.9 15.1 3.4
(232)

100.0 7.1 48.2 19.8 2.0 2.5 - 16.2 4.1
(197)

100.0 3.4 38.4 12.7 4.4 20.0 0.8 14.0 6.2
(385)

100.0 5.7 43.5 17.4 2.7 10.5 0.6 14.5 5.1

(791)

100.0 6.7 50.3 13.4 1.8 7.1 0.8 14.5 5.4
(595)

100.0 - 58.8 - - 5.9 - 29.4 5.9

(17)

100.0 4.8 54.4 6.4 2.4 10.8 0.8 15.2 5.2
(250)

100.0 2.7 48.6 13.5 2.7 16.2 2.7 8.1 5.4
(37)

100.0 2.7 6.8 63.0 5.5 8.2 - 11.0 2.7
(73)

100.0 1.8 7.1 7.1 8.9 51.8 - 16.1 7.1
(56)

現
在
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人

〔
複
数
回
答

〕
別

 総数

 配偶者（夫・妻）

 兄弟姉妹

 その他の親族

 その他

 一人で暮らしている

 親

 総数

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度
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（３）日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うこと〔３つまでの複数回答〕 

       

    

日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うことについて聞いたところ、「生活をして

いくのに困らない収入が得られること」の割合が 33.8%で最も高く、次いで「障害者が暮らし

やすい住宅を増やすこと」が 25.2%となっている。 

「生活をしていくのに困らない収入が得られること」、「困っている時に相談できる人や場所

を増やすこと」の割合（33.8%、19.3%）は、平成 30 年度調査（25.4%、11.8%）と比べて、それ

ぞれ 8.4 ポイント、7.5 ポイント増加している。（図Ⅲ-11-1） 

   

図Ⅲ-11-1 日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うこと〔３つまでの複数回答〕 

 

注）令和５年度調査と平成 30 年度調査では、選択肢の文言を変更している。（下表参照） 
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20%

30%

40%

生
活
を
し
て
い
く
の
に

困
ら
な
い
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と

障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い

住
宅
を
増
や
す
こ
と

病
気
や
け
が
な
ど
必
要
な
と
き
に

十
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

困
っ
て
い
る
時
に
相
談
で
き
る

人
や
場
所
を
増
や
す
こ
と

ま
わ
り
の
人
に
自
分
の
障
害
の

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ
と

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
を

増
や
す
こ
と

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

使
い
た
い
と
き
に
使
え
る
こ
と

外
出
の
と
き
に
必
要
な
支
援
を

十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

日
中
活
動
の
場
が
十
分
に
あ
る

こ
と

悩
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て

必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

え
る
こ
と

ま
わ
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
と
き
に
必
要
な

支
援
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
使
い

た
い
と
き
に
使
え
る
こ
と

仕
事
に
つ
く
た
め
に
必
要
な

支
援
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

駅
や
道
路
に
お
け
る
段
差
な
ど
を

少
な
く
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

す
る
こ
と

自
分
が
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る

こ
と

生
活
を
し
て
い
く
上
で
必
要
な

情
報
が
十
分
に
得
ら
れ
る
こ
と

知
り
た
い
情
報
を
自
分
の
好
き
な

方
法
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度 （864人）

平成30年度 （760人）

令和5年度調査の選択肢 平成30年度調査 の選択肢

1 生活をしていくのに困らない収入が得られること 所得保障
2 障害者が暮らしやすい住宅を増やすこと 障害者が暮らしやすい住宅の整備
3 病気やけがなど必要なときに十分な医療を受けられること 医療の充実
4 困っている時に相談できる人や場所を増やすこと 総合的な相談事業の充実
5 まわりの人に自分の障害のことを理解してもらえること 周囲の人の理解
6 働くことのできる場所を増やすこと 就労の場の確保
7 ショートステイサービスが使いたいときに使えること ショートステイサービスの充実
8 外出のときに必要な支援を十分に受けられること 外出にかかわる支援の充実
9 日中活動の場が十分にあること 日中活動の場の充実

10 悩んでいることについて必要なアドバイスをもらえること 相談相手の確保や人間関係についてのアドバイス
11 まわりの人とコミュニケーションをとるときに必要な支援を十分に受けられること 意思疎通（コミュニケーション）支援の充実
12 ホームヘルプサービスが使いたいときに使えること ホームヘルプサービスの充実
13 仕事につくために必要な支援を十分に受けられること 雇用施策の充実
14 駅や道路における段差などを少なくし、バリアフリーにすること 駅や道路における段差などのバリアフリー
15 自分が必要なリハビリテーションを十分に受けられること リハビリテーションの充実
16 生活をしていく上で必要な情報が十分に得られること 生活全般にかかわる情報提供の充実
17 知りたい情報を自分の好きな方法で得ることができること 情報提供面でのバリアフリー
18 その他 その他
19 特にない 特にない
20 無回答 無回答

「生活
せいかつ

をしていくのに困
こま

らない収 入
しゅうにゅう

が得
え

られること」が 33.8% 
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（４）日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うこと〔３つまでの複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うことについて年齢階級別にみると、19歳

以下では「生活をしていくのに困らない収入が得られること」の割合が最も多く、50.0%となっ

ている。 

愛の手帳の程度別にみると、１度では「病気やけがなど必要なときに十分な医療を受けられ

ること」の割合が41.7%（P.168）、２度では「障害者が暮らしやすい住宅を増やすこと」が32.3%、

３度及び４度では「生活をしていくのに困らない収入が得られること」が 37.6%、39.2%でそれ

ぞれ最も高くなっている。 

      

 表Ⅲ-11-3 日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うこと〔３つまでの複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別 

 

 （次ページへ続く）  

総
数

障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
を

増
や
す
こ
と

駅
や
道
路
に
お
け
る
段
差
な
ど
を

少
な
く
し

、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
す

る
こ
と

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
を
増
や

す
こ
と

仕
事
に
つ
く
た
め
に
必
要
な
支
援

を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

生
活
を
し
て
い
く
の
に
困
ら
な
い

収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と

困

っ
て
い
る
時
に
相
談
で
き
る
人

や
場
所
を
増
や
す
こ
と

ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
が
使
い

た
い
と
き
に
使
え
る
こ
と

シ

ョ
ー

ト
ス
テ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
使

い
た
い
と
き
に
使
え
る
こ
と

日
中
活
動
の
場
が
十
分
に
あ
る
こ

と 外
出
の
と
き
に
必
要
な
支
援
を
十

分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

100.0 25.2 5.3 11.8 6.5 33.8 19.3 7.3 10.0 9.5 9.6

(864)

100.0 19.2 1.9 17.3 21.2 50.0 26.9 - 9.6 15.4 7.7

(52)

100.0 31.4 3.5 17.0 6.4 37.1 21.6 7.8 12.7 9.2 10.6

(283)

100.0 29.6 6.0 7.5 5.5 34.7 21.6 11.6 11.6 10.6 9.5

(199)

100.0 22.8 7.8 10.2 8.4 31.1 16.2 6.0 7.8 6.0 9.6

(167)

100.0 15.1 8.5 11.3 1.9 29.2 14.2 4.7 6.6 11.3 9.4

(106)

100.0 10.5 1.8 1.8 - 15.8 12.3 5.3 3.5 8.8 7.0

(57)

100.0 27.8 5.6 - 2.8 11.1 8.3 19.4 36.1 13.9 11.1

(36)

100.0 32.3 6.9 4.3 0.9 25.0 17.2 12.5 20.3 18.1 16.8

(232)

100.0 24.4 4.1 10.2 6.6 37.6 15.7 6.1 10.7 10.7 14.7

(197)

100.0 21.6 5.2 18.4 10.4 39.2 23.6 3.9 0.8 3.1 2.9

(385)

100.0 22.3 5.5 15.7 9.1 35.5 20.7 3.9 2.3 4.8 5.0

(440)

100.0 28.8 5.3 7.7 3.8 32.1 18.0 11.0 18.0 14.4 14.6

(417)

回
答
者
別

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 本人が回答

 本人以外が回答

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上
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回答者別にみると、本人が回答した場合では「生活をしていくのに困らない収入が得られる

こと」が 35.5%（P.167）、「障害者が暮らしやすい住宅を増やすこと」が 22.3%（P.167）となっ

ている。 （表Ⅲ-11-3） 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅲ-11-3 日常生活を送るために、もっとあったらいいと思うこと〔３つまでの複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度、回答者別〔続〕 

ま
わ
り
の
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
と
る
と
き
に
必
要
な
支

援
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

知
り
た
い
情
報
を
自
分
の
好
き
な

方
法
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

生
活
を
し
て
い
く
上
で
必
要
な
情

報
が
十
分
に
得
ら
れ
る
こ
と

悩
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
こ
と

ま
わ
り
の
人
に
自
分
の
障
害
の
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ
と

病
気
や
け
が
な
ど
必
要
な
と
き
に

十
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

自
分
が
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ

と そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

7.4 1.9 3.2 8.4 17.5 23.5 3.5 2.0 10.2 11.0

5.8 1.9 3.8 17.3 11.5 21.2 1.9 1.9 13.5 1.9

8.8 1.4 3.2 8.1 16.3 18.4 3.2 3.2 7.8 9.9

8.0 1.0 3.5 8.5 18.1 27.1 3.5 1.5 5.5 11.6

3.6 1.8 3.0 8.4 21.6 24.6 3.0 - 11.4 13.2

10.4 3.8 3.8 5.7 18.9 21.7 3.8 2.8 15.1 11.3

5.3 3.5 1.8 7.0 12.3 38.6 7.0 1.8 22.8 15.8

2.8 - - 2.8 8.3 41.7 16.7 2.8 11.1 8.3

8.6 0.4 1.7 3.0 14.2 31.9 5.6 4.3 4.3 10.8

7.6 2.0 2.5 2.5 20.8 25.9 2.5 1.0 9.1 12.7

7.3 2.9 4.9 15.6 19.0 15.8 1.6 1.0 14.0 10.1

8.0 3.0 4.1 12.5 20.0 17.0 1.4 1.1 14.1 10.5

7.0 0.5 2.4 4.1 15.1 30.5 5.8 2.9 5.3 11.8

回
答
者
別

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 本人が回答

 本人以外が回答

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上
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12 災害関係 

（１）災害時に不安を感じること〔複数回答〕 

 

 

 

 

災害時に不安を感じることを聞いたところ、「適切に行動（避難や広域避難場所への移動等）

できるか」の割合が 52.1%で最も高く、次いで「避難所などに自分が生活するために必要な設

備、食料、薬などがあるか」が 49.2%、「まわりの人から必要とする手助けを受けることができ

るか」が 44.7%となっている。 （図Ⅲ-12-1） 

 

   図Ⅲ-12-1 災害時に不安を感じること〔複数回答〕 

 
注）令和５年度調査と平成 30 年度調査では、選択肢の文言を変更している。（下表参照） 
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適
切
に
行
動(
避
難
や
広
域
避
難
場
所
へ
の

移
動
等)

で
き
る
か

避
難
所
な
ど
に
、
自
分
が
生
活
す
る
た
め
に

必
要
な
設
備
、
食
料
、
薬
な
ど
が
あ
る
か

ま
わ
り
の
人
か
ら
必
要
と
す
る
手
助
け
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

災
害
の
内
容
や
避
難
指
示
な
ど
の
情
報
を

手
に
入
れ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

自
分
の
様
子
や
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
て

ほ
し
い
こ
と
を
家
族
や
ま
わ
り
の
人
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

避
難
所
な
ど
に
お
い
て
、
自
分
が
し
た
い

相
談
や
普
段
受
け
て
い
る
介
護
・
看
護
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

そ
の
他

特
に
不
安
は
な
い

無
回
答

令和５年度 総数 （864人）

平成30年度 総数 （760人）

令和5年度調査の選択肢 平成30年調査の選択肢
1 適切に行動(避難や広域避難場所への移動等)できるか 適切に行動(避難や広域避難場所への移動等)できるか
2 避難所などに、自分が生活するために必要な設備、食料、薬などがあるか 避難所等に、必要な設備、食料、医薬品等があるか
3 まわりの人から必要とする手助けを受けることができるか 周囲の人から必要とする支援を受けることができるか
4 災害の内容や避難指示などの情報を手に入れて理解することができるか 災害の内容や避難指示等の情報を入手（理解を含む）できるか
5 自分の様子や困っている時に助けてほしいことを家族やまわりの人に伝えることができるか 自らの状況や必要な支援内容を周囲の人や家族等に伝えることができるか
6 避難所などにおいて、自分がしたい相談や普段受けている介護・看護などを受けることができるか 避難所等において、必要な相談、介護、看護等を受けることができるか
7 その他 その他
8 特に不安はない 特に不安はない
9 無回答 無回答

災害
さいがい

時
じ

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることは、「適切
てきせつ

に行動
こうどう

（避難
ひ な ん

や広域避難場所
こういきひなんばしょ

への移動等
いどうとう

）できるか」

が 52.1% 
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（２）災害時に不安を感じること〔複数回答〕－愛の手帳の程度、年齢階級別 

災害時に不安を感じることを愛の手帳の程度別にみると、１度では「避難所などに、自分が

生活するために必要な設備、食料、薬などがあるか」の割合が最も高く 66.7%となっている。

２度、３度及び４度では「適切に行動（避難や広域避難場所への移動等）できるか」が最も高

く、それぞれ 59.9%、54.8%、46.0%となっている。４度では、「特に不安はない」が 19.5%とな

っている。（表Ⅲ-12-1） 

 

表Ⅲ-12-1  災害時に不安を感じること〔複数回答〕－愛の手帳の程度、年齢階級別 
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わ
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ま
わ
り
の
人
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と
す
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所
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ど
に
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て
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自
分
が

し
た
い
相
談
や
普
段
受
け
て
い
る

介
護
・
看
護
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
か

避
難
所
な
ど
に

、
自
分
が
生
活
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備

、
食
料

、

薬
な
ど
が
あ
る
か

そ
の
他

特
に
不
安
は
な
い

無
回
答

100.0 42.6 52.1 41.1 44.7 33.9 49.2 4.6 14.0 3.4

(864)

100.0 36.5 44.2 38.5 42.3 25.0 42.3 5.8 19.2 -

(52)

100.0 49.8 55.8 48.1 50.9 36.4 49.1 7.1 13.1 2.1

(283)

100.0 41.7 55.3 39.7 48.7 31.7 50.8 3.0 12.1 3.0

(199)

100.0 42.5 53.3 43.7 38.3 35.9 53.3 4.8 12.0 4.8

(167)

100.0 37.7 42.5 32.1 42.5 36.8 43.4 2.8 17.0 3.8

(106)

100.0 24.6 43.9 22.8 24.6 26.3 49.1 - 21.1 8.8

(57)

100.0 27.8 55.6 27.8 55.6 61.1 66.7 8.3 11.1 2.8

(36)

100.0 43.5 59.9 54.3 57.8 50.0 59.5 8.6 7.3 4.7

(232)

100.0 45.7 54.8 40.1 52.8 35.0 48.7 2.5 10.7 1.5

(197)

100.0 42.6 46.0 35.6 33.0 21.6 42.1 3.1 19.5 2.9

(385)

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上
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（３）災害に備えて、自分の障害に合った特別な対策をとっているか〔複数回答〕 
 

 

 

 

   

災害に備えて自分の障害に合った特別な対策をとっているか聞いたところ、「災害時や緊急の

ときに連絡できるよう、家族や知り合いなどの連絡先を持っている」の割合が 33.2%となってい

る。一方で、「特に対策をとっていない」の割合は 19.7%、「どんな対策をすればよいかわからな

い」の割合は 13.0%となっている。（図Ⅲ-12-2） 

 

   図Ⅲ-12-2 災害に備えて、自分の障害に合った特別な対策をとっているか〔複数回答〕 

 

注１）※1 平成 30 年度調査では「災害時に避難する広域避難場所を知っている」としていた。 

２）※2 平成 30 年度調査では選択肢として設けていなかった。 
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災
害
時
や
緊
急
の
と
き
に
連
絡
で
き
る
よ
う
、

家
族
や
知
人
な
ど
の
連
絡
先
を
持
っ
て
い
る

避
難
所
な
ど
に
お
い
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

お
薬
手
帳
な
ど
に
よ
り
薬
や
病
気
な
ど
の

情
報
を
記
録
し
て
い
る

災
害
時
の
非
常
持
出
用
品
、
備
蓄
品
の
中
に
、

自
分
の
障
害
に
合
っ
た
必
要
な
薬
、

食
料
な
ど
を
用
意
し
て
い
る

災
害
時
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
人
に

気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
（
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、
災
害
バ
ン
ダ
ナ
等
）
を
し
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
の
と
き
に
手
助
け
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

家
族
や
知
り
合
い
な
ど
に
対
し
て
、
お
願
い
し
て
い
る

災
害
時
に
避
難
す
る
避
難
場
所
や
福
祉
避
難
所
を

知
っ
て
い
る

※
1

地
域
や
自
治
体
で
作
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

名
前
、
住
所
等
を
登
録
し
て
い
る

※
2

区
市
町
村
等
が
実
施
す
る
避
難
訓
練
に

参
加
し
て
い
る

個
別
避
難
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る

※
2

そ
の
他

ど
ん
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

※
2

特
に
対
策
を
と
っ
て
い
な
い

無
回
答

令和5年度 （864人）

平成30年度 （760人）

「災害
さいがい

時
じ

や緊急
きんきゅう

のときに連絡
れんらく

できるよう、家族
か ぞ く

や知
し

り合
あ

いなどの連絡先
れんらくさき

を持
も

っている」が

33.2%。一方
いっぽう

で、「特
とく

に対策
たいさく

をとっていない」は 19.7%、「どんな対策
たいさく

をすればよいかわからな

い」は 13.0% 
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（４）災害に備えて、自分の障害に合った特別な対策をとっているか〔複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度別 

災害に備えて、自分の障害に合った特別な対策をとっているかを愛の手帳の程度別にみると、

１度では「災害時の非常持出用品、備蓄品の中に、自分の障害に合った必要な薬、食料などを

用意している」及び「避難所などにおいて医療が受けられるよう、お薬手帳などにより薬や病

気の情報を記録している」の割合が４割を超えている（41.7%、44.4%）。 （表Ⅲ-12-2） 

 

表Ⅲ-12-2 災害に備えて、自分の障害に合った特別な対策をとっているか〔複数回答〕 

－年齢階級、愛の手帳の程度別 

 

 

総
数

災
害
時
の
非
常
持
出
用
品

、
備
蓄
品
の
中
に

、
自
分
の
障

害
に
合

っ
た
必
要
な
薬

、
食
料
な
ど
を
用
意
し
て
い
る

避
難
所
な
ど
に
お
い
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

、
お
薬

手
帳
な
ど
に
よ
り
薬
や
病
気
の
情
報
を
記
録
し
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
の
と
き
に
連
絡
で
き
る
よ
う

、
家
族
や
知

り
合
い
な
ど
の
連
絡
先
を
持

っ
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
の
と
き
に
手
助
け
し
て
も
ら
え
る
よ
う

、

家
族
や
知
り
合
い
な
ど
に
対
し
て

、
お
願
い
し
て
い
る

災
害
時
に
避
難
す
る
避
難
場
所
や
福
祉
避
難
所
を
知

っ
て

い
る

地
域
や
自
治
体
で
作
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
名

前

、
住
所
等
を
登
録
し
て
い
る

個
別
避
難
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る

区
市
町
村
等
が
実
施
す
る
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

災
害
時
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
人
に
気
付
い
て
も

ら
え
る
よ
う
な
工
夫

（
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク

、
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド

、
災
害
バ
ン
ダ
ナ
等

）
を
し
て
い
る

そ
の
他

ど
ん
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

特
に
対
策
を
と

っ
て
い
な
い

無
回
答

100.0 20.5 27.9 33.2 14.7 14.4 12.3 2.2 2.9 19.4 2.7 13.0 19.7 3.9

(864)

100.0 13.5 26.9 32.7 17.3 13.5 11.5 - 1.9 19.2 - 13.5 26.9 -

(52)

100.0 19.1 29.0 34.3 14.5 13.4 14.1 1.1 1.8 23.3 1.4 11.7 23.3 1.8

(283)

100.0 24.1 30.2 38.2 16.6 18.6 15.6 1.5 2.5 22.1 2.5 10.1 14.1 3.5

(199)

100.0 21.6 29.3 35.3 16.8 12.0 10.8 3.0 2.4 14.4 3.6 13.8 18.0 6.6

(167)

100.0 21.7 21.7 22.6 10.4 13.2 6.6 5.7 6.6 15.1 2.8 21.7 16.0 7.5

(106)

100.0 15.8 - 24.6 8.8 14.0 7.0 3.5 5.3 14.0 8.8 10.5 26.3 5.3

(57)

100.0 41.7 44.4 25.0 13.9 36.1 33.3 2.8 5.6 13.9 5.6 5.6 11.1 5.6

(36)

100.0 24.1 37.1 26.7 18.1 11.6 22.0 4.3 2.6 28.4 4.7 10.8 12.5 5.6

(232)

100.0 20.8 23.9 36.0 15.2 12.7 11.2 1.5 5.1 27.4 2.0 14.7 17.3 2.5

(197)

100.0 16.1 23.6 36.9 12.2 15.1 4.9 1.3 1.8 11.2 1.6 14.0 25.7 2.9

(385)

愛
の
手
帳
の
程
度
別

 １度

 ２度

 ３度

 ４度

 総数

年
齢
階
級
別

 19歳以下

 20～29歳

 30～39歳

 40～49歳

 50～59歳

 60歳以上


